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今週のキーワード

FTQC加速
論理量子ビットとPQC標準化が鍵

31
件

記事数

8
カ国

対象国

2.7兆
ドル

市場予測

156億
ドル

IPO評価額

今週の全31記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
IonQ、qLDPCでブレ
ークイーブン

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
IonQがqLDPCコードで論理量子ビットのブレークイ
ーブンを達成し、FTQC実現へ効率的な道筋を示す。

#02
Qunnect、量子NW実
証

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Qunnectらが既存光ファイバーで量子ネットワークを
実証、都市規模のQKDと将来の量子インターネット基
盤を構築。

#03 量子DFT計算高速化 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●

日本チームが量子アルゴリズムでDFT計算を高速化、
複雑分子シミュレーションを可能にし材料科学を加速
。

#04
NIST、PQC最終標準公
開

市場危機
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
NISTが耐量子暗号の最終標準を公開、企業にPQC移
行を緊急に促しデジタルインフラ保護を強化。

#05
Alice &
Bob、評価基準

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

Alice & Bobが論理量子ビット評価フレームワークと
オンプレミス量子ハードウェア「Helium」を発表、F
TQCの明確な評価基準を提供。

#06 Compal、量子AI創薬 新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Compalらが量子AI統合システムを発表、創薬期間を
最大3,500倍高速化しアルツハイマー病治療薬探索を
加速。

#07
Quantinuum、論理Q
ビット800倍

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

Quantinuumが論理量子ビット性能を物理量子ビット
の800倍に向上させ、Nature誌に掲載。FTQC量子化
学を加速。

#08
インディアナ大、量子
NWプロトコル

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○

インディアナ大学が数百億ノード規模の量子ネットワ
ークプロトコルを開発、既存インターネット規模の量
子通信へ道。

#09
新量子材料アルゴリズ
ム

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

新量子材料アルゴリズムが複雑な準結晶シミュレーシ
ョンに成功、高効率エレクトロニクスと次世代量子デ
バイスへ影響。

#10
QKD、長距離光ファイ
バー実証

技術比較
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

QKDが100km超および300km超の光ファイバー環境
で実証、既存インフラ活用で将来の量子安全通信を強
化。

#11 米国政府、量子投資 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
米国政府がCHIPS法に基づき9社に20億ドル投資、国
内量子サプライチェーン強化と技術進歩を加速。

#12
シリコンスピンノイズ
源特定

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

シリコンスピン量子ビットプロセッサのノイズ源を特
定、高周波電荷ノイズがゲート忠実度を低下させるメ
カニズムを解明。

#13
シリコンスピン市場ガ
イド

市場概観
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
シリコンスピン量子コンピューティング市場ガイド公
開、CMOS互換性と1ケルビン動作の利点を強調。



量子コンピュータ Weekly Intelligence Report | 2026-06-13 | Page 2

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#14 XtalPi、AI創薬提携 企業戦略
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
XtalPiがAI駆動型創薬で4億ドル超の大型提携、量子
物理学とAI統合で画期的なヒット率を達成。

#15
50kmイオンエンタン
グル

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

インスブルック大学・AQTが50km光ファイバーで遠
隔イオン-イオンエンタングルメントを実証、大都市
規模の量子ネットワークへ前進。

#16
量子市場2.7兆ドル予
測

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
McKinseyレポートが量子技術市場は2035年までに2.
7兆ドルに達すると予測、商業化への移行を指摘。

#17 日星量子協力協定 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

日本とシンガポールが量子通信・コンピューティング
協力協定を締結、共同R&D;と人材育成でアジアの量
子ブロック形成へ。

#18
BCG、CEOは価値創造
主導

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

BCGレポートが量子コンピューティング市場は2030
年までに50億ドルと予測、CEOが価値創造を主導すべ
きと提言。

#19 ICAEW、商用化の課題 市場概観
●○○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

ICAEWレポートが量子技術の商用化進展を指摘しつつ
、大規模展開にはスケーラビリティやコストなど課題
が残ると分析。

#20
フラクソニウム量子ビ
ット

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

フラクソニウム量子ビットに基づく新型高性能量子プ
ロセッサアーキテクチャの青写真が公開、高忠実度で
スケーラブルな次世代量子コンピューターへ道。

#21
IBM、LLMでQEC効率
化

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

IBMがLLMによる量子エラー訂正コード発見の効率化
ワークフローを発表、古典AIと量子コンピューティン
グの融合が加速。

#22
Numana/OCP、DC統
合

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

NumanaとOCPが量子とAIデータセンター統合で協業
、Kirqテストベッド開設で量子安全イノベーションを
検証。

#23
Atom
Computing、QEC実証

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Atom Computingが中性原子量子コンピューターで複
数ラウンドエラー訂正を実証、「サブスレッショルド
」動作で論理エラー率低下を確認。

#24 Pasqal、伊にSOL開設 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

Pasqalがイタリア初の中性原子量子コンピューター「
SOL」を開設、EuroHPC
JUとのハイブリッドHPC統合を実現。

#25
富士通・第一生命、量
子資産運用

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●

富士通と第一生命が保険分野の資産運用に量子技術を
適用する共同研究を開始、ポートフォリオ最適化で革
新を目指す。

#26
MS、Majorana
2チップ

新製品
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

MicrosoftがMajorana 2チップ発表、20秒のコヒーレ
ンスと1,000倍の信頼性を達成し2029年商用化目標を
加速。

#27 IBM、100億ドル投資 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

IBMが量子コンピューティングに100億ドル超を投資
、2029年までに耐障害性「Quantum Starling」と米
国初の量子ファウンドリ「Anderon」構築へ。

#28
Quobly、1.3億ドル調
達

企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

フランスのQuoblyが1.3億ドルの資金調達、シリコン
ベース量子コンピューターの産業化を加速し2026年
末までに商用製品投入へ。

#29
Q-Factor、シード資金
調達

企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

イスラエルのQ-Factorが2400万ドルのシード資金を
調達、ニュートラルアトム技術で100万量子ビットの
量子コンピューター実現目指す。

#30
Quantinuum、Nasda
q IPO

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

QuantinuumがNasdaq IPOで16.8億ドルを調達、評
価額156億ドル超に達し量子分野への投資家の信頼を
証明。

#31
Rigetti、ゲート忠実度
99.5%

技術比較
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Quantum MachinesとRigettiが99.5%の2量子ビット
ゲート忠実度を達成、超伝導量子プロセッサを最適化
。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 耐量子暗号（PQC）への移行は、貴社のサプライチェーンにどのような影響を与えますか？
NISTがPQCの最終標準FIPS 203/204/205を公開し、企業に緊急の移行を促しています。特に「今収穫し、後で解読する
」脅威は、長期的な機密データを持つ企業にとって深刻です。自社の製品やサービス、内部システムがPQCに対応してい
るか、サプライヤーのPQC対応状況はどうか、早急な確認と対策が求められます。

❷ 日本発の量子アルゴリズムによる材料設計高速化は、貴社の新製品開発ロードマップをどう変革しま
すか？
Quemix、Honda R&D;、東京大学、QSTらが、量子アルゴリズムでDFT計算を大幅高速化し、複雑な分子シミュレーシ
ョンを可能にしました。これは、新材料や新薬の探索期間を劇的に短縮する可能性を秘めています。貴社の材料開発や創
薬部門は、この技術をどのように取り入れ、競争優位性を確立する計画でしょうか？

❸ 論理量子ビットの性能向上は、貴社の量子コンピューティング戦略のタイムラインを前倒しさせます
か？
IonQがqLDPCコードで論理量子ビットのブレークイーブンを達成し、Quantinuumが論理量子ビット性能を物理の800倍
に向上させるなど、フォールトトレラント量子コンピューティング（FTQC）実現に向けたブレークスルーが相次いでい
ます。これらの進展は、実用的な量子コンピューターの登場時期を早める可能性があり、貴社の量子技術導入計画や投資
戦略の見直しが必要かもしれません。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

PQC標準

米量子投資 IBM投資

論理Qビット日星連携

材料計算

シリコンQ市場

商用化課題

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● PQC標準 注意 PQC製品開発・導入 既存暗号の陳腐化リスク

● 米量子投資 注意 米国市場参入・連携 米国サプライチェーン強化

● IBM投資 注意 IBMとの協業機会 量子技術競争激化

● 論理Qビット 注意 FTQC技術獲得 技術キャッチアップ
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● 日星連携 機会大 アジアでのR&D;連携 —

● 材料計算 機会大 新材料開発加速 —

● シリコンQ市場 参考 シリコンQビット動向把握 —

● 商用化課題 参考 量子技術の現状把握 —
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深掘り ① ― 日本発！量子DFT計算のブレークスルー
#03 | 2026/06/06 | Quantum Zeitgeist | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

Quemix、Honda R&D;、東京大学、QSTらの共同研究チームが、電子密度読み出しを回避する新たな量子アルゴリズ
ムを開発し、密度汎関数理論（DFT）計算を大幅に高速化しました。これにより、従来のスーパーコンピューターでは
不可能だった複雑な分子のシミュレーションが可能となり、量子化学および材料科学分野に画期的な進歩をもたらしま
す。

このアルゴリズムは、複数の波動関数コピーを利用する量子効率的なエンコーディングスキームを採用。大規模分子や
複雑な電子構造を持つ材料の特性予測において、従来のDFT計算のボトルネックを根本的に解決します。新薬創成や新
素材設計の加速が期待されます。

▶ 技術者の視点

本研究は、日本の産学連携による量子コンピューティングの具体的な応用事例として非常に重要です。
DFT計算の高速化は、材料メーカーや製薬会社にとって、新製品開発のリードタイム短縮に直結する大
きな【機会】となります。特に、電池材料や半導体パッケージング材料など、複雑な分子構造を持つ機
能性材料の設計において、シミュレーションの精度と速度が向上すれば、開発コスト削減と競争力強化
に貢献するでしょう。ただし、現状は基礎研究段階であり、実用的な大規模量子コンピューター上での
検証と、既存の古典計算手法との具体的な性能比較データがさらに求められます。日本企業は、このア
ルゴリズムのさらなる発展に注目し、自社のR&D;部門で早期のPoC（概念実証）を検討すべきです。

深掘り ② ― Quantinuum、論理量子ビット性能800倍向上
#07 | 2026/06/11 | Quantinuum | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

Quantinuumは、System Model H1量子コンピューターで、物理量子ビットの800倍の性能を持つ論理量子ビットを実
証し、Nature誌に掲載されました。これは、新たに開発されたエラー検出コードとベイズ量子位相推定のデモンストレ
ーションにより達成され、フォールトトレラント量子コンピューティング（FTQC）実現に向けた重要なマイルストー
ンです。

98個の物理量子ビットから48個の論理量子ビットを効率的にエンコードしたことで、量子化学における早期FTQCへの
移行を加速します。同社の量子計算化学プラットフォームInQuantoの将来バージョンへの統合も予定されており、実
用的な応用を視野に入れた進展です。

▶ 技術者の視点

論理量子ビットの性能が物理量子ビットを800倍上回るというNature誌掲載の成果は、FTQC実現への
道のりが着実に進んでいることを示しています。これは、量子コンピューティングが実用的な計算能力
を持つ未来が、当初の予測よりも早く訪れる可能性を示唆する【機会】です。特に、材料科学や創薬分
野では、エラー耐性の高い量子計算が不可欠であり、この進展は新材料・新薬開発の加速に繋がります
。一方で、イオントラップ方式のQuantinuumが先行する中、超伝導やシリコンスピンなど他の方式を
採用する企業にとっては、技術キャッチアップの【脅威】となります。提示された800倍という数値は
非常に印象的ですが、その安定性やスケーラビリティ、他の量子ビットモダリティへの適用性について
は、今後のさらなる検証が必要です。日本企業は、この技術動向を注視し、自社の量子コンピューティ
ング戦略に反映させるべきです。
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深掘り ③ ― NIST、耐量子暗号の最終標準を公開
#04 | 2026/06/10 | QCecuring | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

NIST（米国国立標準技術研究所）は、FIPS 203 (ML-KEM)、FIPS 204 (ML-DSA)、FIPS 205 (SLH-DSA) の3つの
最終的な耐量子暗号（PQC）標準をリリースしました。これらは格子ベース問題やハッシュベース構成に基づき、将来
の量子コンピューター攻撃からデジタルインフラを保護することを目的としています。

企業は「今収穫し、後で解読する（harvest now, decrypt later）」という脅威に対処するため、PQCへの移行を迅速
に進める必要があります。2035年以降は、すべての古典的な公開鍵アルゴリズムが国家安全保障システムで禁止され
る予定であり、ハイブリッド暗号化導入モデルが推奨されています。

▶ 技術者の視点

NISTによるPQC最終標準の公開は、量子コンピューティングの脅威が現実のものとなりつつあることを
示す明確なシグナルです。日本の製造業にとって、製品のセキュリティ機能、サプライチェーン全体の
データ保護、知的財産の安全確保は喫緊の課題であり、PQCへの移行は避けて通れません。これは、PQ
C対応のセキュリティ製品やサービスを提供する企業にとっては大きな【機会】となりますが、既存の
暗号システムに依存する企業にとっては、システム改修や製品アップデートのコスト、そして移行遅延
による情報漏洩リスクという【脅威】を意味します。特に、半導体パッケージングやEV材料など、長期
的な製品ライフサイクルを持つ分野では、今からPQC対応を設計に織り込む必要があります。調達部門
は、サプライヤーのPQC対応状況を評価し、R&D;部門はPQCアルゴリズムの実装と性能評価を進める
べきです。

その他の注目記事
Quantinuum、Nasdaq IPOで16.8億ドル調達（Quantum Pirates）
技●○○○○ 実●●●●● 市●●●●●

量子スタートアップ史上最大のIPO。量子技術への投資家の信頼が高まっていることを示し、市場の本格化を裏付ける
。

Atom Computing、中性原子量子コンピューターで複数ラウンドエラー訂正を実証（Quantum Zeitgeist）
技●●●●● 実●●○○○ 市●●●●○

中性原子方式で「サブスレッショルド」動作を実証。FTQC実現に向けた重要な進展であり、中性原子の競争力を高め
る。

Compal、NVIDIA、Vernus AIが量子AI統合システムを発表（Quantum AI Insiders）
技●●●●○ 実●●●○○ 市●●●●○

量子とAIの融合で創薬期間を最大3,500倍高速化。材料科学や化学分野への応用も期待される具体的な成果。

XtalPi、代謝性GPCRターゲット向けAI駆動型創薬で4億ドル超の大型提携を締結（BioPharma APAC）
技●●●●○ 実●●●●○ 市●●●●○

量子物理学とAIを統合した創薬プラットフォームが大型提携。難易度の高いターゲットへのアプローチとして注目。

富士通と第一生命、保険分野の資産運用に量子技術を適用する共同研究を開始（IBTimes JP）
技●●●○○ 実●●●○○ 市●●●○○

日本企業による量子技術の具体的な産業応用事例。金融分野におけるポートフォリオ最適化への期待が高まる。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【経営企画】NIST PQC標準化動向を把握し、自社製品・サービスへの影響を評価する緊急会議を招集。

• 【R&D;】日本・シンガポール量子協力協定の詳細を確認し、共同研究・人材交流の機会を検討する。

• 【調達】量子技術市場の主要プレイヤー（IBM,
Quantinuumなど）の動向を注視し、将来的なサプライヤー候補をリストアップする。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】DFT計算高速化アルゴリズム（#03）の論文を精読し、自社の材料設計・創薬シミュレーションへの
適用可能性を検討する。

• 【情報セキュリティ】PQC移行計画の策定に着手。ハイブリッド暗号化の導入を検討し、ロードマップを作成す
る。

• 【半導体PKG】シリコンスピン量子ビットのノイズ源特定（#12）や市場動向（#13）を基に、将来的な量子チ
ップ製造技術への影響を評価する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】量子技術市場の成長予測（#16）に基づき、自社の量子戦略を再評価。新規事業創出の可能性を検
討し、投資計画を策定する。

• 【R&D;】論理量子ビットのブレークスルー（#01, #07,
#23）を継続的に追跡し、フォールトトレラント量子コンピューティングのロードマップを更新する。

• 【EV設計】量子AI創薬システム（#06, #14）の進展を参考に、量子AIが材料開発やバッテリー設計に与える
影響を調査し、社内研究テーマに組み込む。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-13
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収録記事一覧

#01 IonQ、qLDPCコードで論理量子ビットのブレークイーブンを達成：Google表面コードを凌駕す
る効率性でフォールトトレランスへ前進

#02 Qunnect、Cisco、Deutsche Telekomが既存光ファイバーで量子ネットワークを実証：都市規

模の安全な量子通信と将来の量子インターネット基盤を構築

#03 量子アルゴリズムが電子密度読み出しを回避しDFT計算を大幅高速化：複雑な分子シミュレーシ
ョンが可能に

#04 NISTが耐量子暗号の最終標準FIPS 203/204/205を公開：企業に緊急のPQC移行を促す

#05 Alice & Bobが論理量子ビット評価フレームワークと初のオンプレミス量子ハードウェア
「Helium」を発表：FTQCの明確な評価基準と実践的プラットフォームを提供

#06 Compal、NVIDIA、Vernus AIが量子AI統合システムを発表：創薬期間を最大3,500倍高速化し
アルツハイマー病治療薬探索を加速

#07 Quantinuum、論理量子ビット性能を物理量子ビットの800倍に向上：Nature誌掲載でフォール
トトレランス量子化学を加速

#08 インディアナ大学、数百億ノード規模の超大規模量子ネットワークプロトコルを開発：既存イン

ターネット規模の量子通信実現へ道

#09 新量子材料アルゴリズム、従来のスーパーコンピューターでは不可能だった複雑な準結晶シミュ
レーションに成功：高効率エレクトロニクスと次世代量子デバイスへ影響

#10 量子鍵配送（QKD）が100km超および300km超の光ファイバー環境で実証：既存インフラ活用
で将来の量子安全通信を強化

#11 米国政府、CHIPS法に基づきIBM、D-Wave、Rigetti、Infleqtionなど9社に総額20億ドルの量子
コンピューティング投資を決定：国内サプライチェーンを強化

#12 シリコンスピン量子ビットプロセッサのノイズ源を特定：高周波電荷ノイズがゲート忠実度を低
下させるメカニズムを解明

#13 シリコンスピン量子コンピューティング市場ガイド公開：CMOS互換性と1ケルビン動作の利点
を強調

#14 XtalPi、代謝性GPCRターゲット向けAI駆動型創薬で4億ドル超の大型提携を締結：量子物理学と
AIを統合し画期的なヒット率を達成

#15 インスブルック大学・AQT、50km光ファイバーで遠隔イオン-イオンエンタングルメントを実
証：大都市規模の量子ネットワーク実現へ前進

#16 市場規模予測レポート：量子技術市場は2035年までに2.7兆ドルに達する見込み

#17 日本とシンガポール、量子通信・コンピューティング協力協定を締結：共同R&D、テストベッ
ド、人材育成でアジアの量子ブロック形成へ



#18 BCGレポート: CEOは量子コンピューティングの価値創造を主導すべき、2030年までに50億ド
ルの市場規模と予測

#19 ICAEWレポート: 量子技術の商用化が進展も、大規模展開には依然として課題が残る

#20 新人工原子「フラクソニウム量子ビット」に基づく新型高性能量子プロセッサアーキテクチャの
青写真が公開：高忠実度でスケーラブルな次世代量子コンピューター構築へ道

#21 IBM Research、LLMが量子エラー訂正コード発見を効率化する進化的ワークフローを発表：古
典AIと量子コンピューティングの融合が加速

#22 NumanaとOpen Compute Project (OCP) が量子コンピューティングとAIデータセンターの統

合で協業：Kirqテストベッド開設で量子安全イノベーションを検証

#23 Atom Computing、中性原子量子コンピューターで複数ラウンドエラー訂正を実証：「サブスレ
ッショルド」動作で論理エラー率の低下を確認

#24 Pasqalがイタリア初の中性原子量子コンピューター「SOL」を開設：欧州で3番目のシステムが
EuroHPC JUとのハイブリッドHPC統合を実現

#25 富士通と第一生命、保険分野の資産運用に量子技術を適用する共同研究を開始：ポートフォリオ

最適化で革新を目指す

#26 Microsoft、Majorana 2チップ発表で20秒のコヒーレンスと1,000倍の信頼性を達成：2029年商
用量子コンピューター実現目標を加速

#27 IBM、量子コンピューティングに100億ドル超を投資：2029年までに耐障害性「Quantum
Starling」と米国初の量子ファウンドリ「Anderon」構築へ

#28 フランスのQuobly、1億1500万ユーロ（約1.3億ドル）のシリーズA資金を調達：シリコンベー
ス量子コンピューターの産業化を加速、2026年末までに商用製品投入へ

#29 イスラエルのQ-Factor、2400万ドルのシード資金を調達：ニュートラルアトム技術で100万量
子ビットの量子コンピューター実現目指す

#30 Quantinuum、Nasdaq IPOで16.8億ドルを調達し評価額156億ドル超に：創業者Illyas Khanが

ビリオネアとなり量子分野への投資家の信頼を証明

#31 Quantum MachinesとRigetti Computingが99.5%の中央値2量子ビットゲート忠実度を達成：
OPX1000ハードウェアとQUAlibrateソフトウェアで超伝導量子プロセッサを最適化



IonQ、qLDPCコードで論理量子ビットのブレークイーブ
ンを達成：Google表面コードを凌駕する効率性でフォー
ルトトレランスへ前進

概要

IonQは、低密度パリティチェック（qLDPC）コードを用いた量子エラー訂正におい

て、論理量子ビットのブレークイーブン（寿命が物理量子ビットを上回る点）を達成
したと発表しました。この画期的な成果は、フォールトトレラント量子コンピューテ
ィング（FTQC）実現に向けた重要なマイルストーンとなります。同社は40個のバリウ

ム-133イオントラップ量子ビットを使用し、Googleの以前の表面コード実験よりも効
率的なエンコーディングを実証しました。これにより、より少ない物理リソースで堅
牢な論理量子ビットを構築する道が開かれ、量子コンピューティングの商業化を加速

する可能性を秘めています。

公開日 2026年06月05日  Quantum Zeitgeist  アメリカ



詳細

主要成果

IonQは、量子コンピューティング分野における大きな課題の一つであるエラー訂正にお
いて、画期的な進歩を遂げました。同社は、qLDPC（量子低密度パリティチェック）コ
ードを使用することで、論理量子ビットの寿命が物理量子ビットの寿命を初めて上回る
「ブレークイーブン」を達成したと発表しました。これは、誤り訂正がその本来の機
能、つまり有用な計算を実行できるほど長時間の量子情報保持、を初めて果たしたこと
を意味します。

技術詳細

この実験では、IonQのイオントラップ量子コンピューターに搭載された40個のバリウ
ム-133（Ba-133）量子ビットが使用されました。qLDPCコードは、Googleが超伝導量
子ビットで以前に報告した表面コードアプローチと比較して、より効率的な量子ビット
エンコーディングを可能にします。これにより、より少ない物理量子ビットでより高い
エラー訂正能力を実現できるため、フォールトトレラント量子コンピューティングのハ
ードウェア要件を大幅に緩和する可能性があります。今回の成果は、特にスケーラビリ
ティと忠実度のバランスが重要視されるイオントラップ方式において、その優位性を示
すものと言えます。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの最大の障壁の一つは、環境ノイズによる量子ビットのコヒー
レンス喪失（エラー）です。フォールトトレラント量子コンピューティングは、このエ
ラーを許容範囲内に抑えながら計算を続行するための技術であり、その実現には物理量
子ビットを論理量子ビットにエンコードし、その論理量子ビットが物理量子ビットより
も堅牢である必要があります。今回のIonQの発表は、この理論的な目標を実際に達成し
た点で、業界全体にとって極めて重要な意味を持ちます。特に、Googleが超伝導量子ビ
ットで達成した成果と比較して、より効率的なエンコーディングを示したことは、イオ
ントラップ方式の潜在能力を改めて浮き彫りにします。



今後の展望

論理量子ビットのブレークイーブン達成は、実用的な大規模量子コンピューター実現に
向けた決定的な一歩です。これにより、より複雑な量子アルゴリズムを安定して実行で
きる可能性が高まります。今後、IonQはこの技術をさらにスケールアップし、より大規
模な論理量子ビットシステムを構築することを目指すでしょう。この進歩は、量子コン
ピューティングが研究室の段階から実用的な応用段階へと移行する速度を加速させ、創
薬、材料科学、金融モデリングなど多岐にわたる分野でのブレークスルーを促進するこ
とが期待されます。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/ionq-quantum-ldpc-codes/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/ionq-quantum-ldpc-codes/


Qunnect、Cisco、Deutsche Telekomが既存光ファイバー
で量子ネットワークを実証：都市規模の安全な量子通信と
将来の量子インターネット基盤を構築

概要

Qunnect社はCiscoおよびDeutsche Telekomと協力し、既存の通信用光ファイバーと商

用ハードウェアを使用して量子ネットワークを構築・拡張する方法を実証しました。
この取り組みは、量子鍵配送（QKD）や量子コンピューター・センサーの接続を可能
にするスケーラブルな量子ネットワーク実現に向けた実用的な道筋を示しています。

同社の技術には、室温で動作する量子メモリ、エンタングルドフォトン源、長距離量
子通信をサポートするネットワークデバイスが含まれ、ニューヨーク市で
「GothamQ」プロジェクトを通じて都市環境での信頼性を実証しています。

公開日 2026年06月11日  Fiber Broadband Association  アメリカ



詳細

主要成果

Qunnect社は、CiscoおよびDeutsche Telekomとの協業により、既存の通信用光ファイバ
ーインフラストラクチャと商用ハードウェアを活用して、スケーラブルな量子ネットワ
ークの構築と拡張が可能なことを実証しました。この画期的な成果は、量子鍵配送
（QKD）の即時的な展開だけでなく、将来的には分散型量子コンピューティングや高精
度センサーネットワークといったより高度な量子アプリケーションのための基盤を築く
ものです。

技術・臨床詳細

Qunnectの技術は、既存の光ファイバーケーブルと互換性のある量子メモリ、エンタン
グルドフォトン源、および長距離量子通信をサポートするネットワークデバイスを中心
に構成されています。特に注目すべきは、複雑な極低温冷却装置を必要としない室温量
子メモリ技術です。これにより、量子ネットワークの導入コストと運用上の複雑さが大
幅に軽減されます。ニューヨーク市では、同社の「GothamQ」プロジェクトが展開さ
れており、都市環境下での量子ネットワーキング技術の信頼性と実用性が既存の光ファ
イバー回線を通じて実証されています。このシステムは、ハブアンドスポーク型トポロ
ジーでスケーラブルに展開できるため、都市間や広域での量子情報の安全な伝送を可能
にします。

背景・業界文脈

量子ネットワークは、現在の暗号技術を破る可能性のある将来の量子コンピューター攻
撃からデータを保護するための量子鍵配送（QKD）において、喫緊の需要があります。
また、遠隔地の量子コンピューターを接続してその計算能力を向上させたり、超精密な
センサーネットワークを構築したりする可能性も秘めています。しかし、長距離での量
子情報の維持と転送、特に「量子リピーター」の開発は大きな課題でした。Qunnectの
技術は、この課題に対して、既存のインフラを最大限に活用しつつ、商業的に実現可能
なソリューションを提供することで、量子ネットワークの普及を加速させるものとして
期待されます。



今後の展望

Qunnect、Cisco、Deutsche Telekomの協力は、量子ネットワーク技術の標準化と商業化
に向けた重要な一歩を示しています。既存のファイバーインフラストラクチャを利用で
きることは、量子ネットワーク展開の経済的障壁を大幅に低減し、その普及を加速させ
るでしょう。今後、Qunnectはヨーロッパや他の地域でのテストベッド展開を計画して
おり、量子インターネットの実現に向けたロードマップを着実に進めています。サイバ
ーセキュリティは依然として量子ネットワーキングへの投資を推進する主要な要因であ
り、この技術は安全な通信インフラの未来を形作る上で不可欠な要素となるでしょう。

元記事: https://fiberbroadband.org/2026/06/11/unlocking-quantum-networking-one-qubit-at-a-time/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://fiberbroadband.org/2026/06/11/unlocking-quantum-networking-one-qubit-at-a-time/


量子アルゴリズムが電子密度読み出しを回避しDFT計算を
大幅高速化：複雑な分子シミュレーションが可能に

概要

新しい量子アルゴリズムが、電子密度読み出しという計算コストの高いステップを回
避することで、密度汎関数理論（DFT）計算を大幅に高速化しました。このブレーク
スルーは、以前は不可能だったより複雑な分子のシミュレーションを可能にし、量子

化学と材料科学における量子コンピューターの潜在能力を最大限に引き出すための重
要な一歩となります。研究は、Quemix Inc.、Honda R&D Co.、東京大学、QST（量子
科学技術研究開発機構）、量子材料応用研究センターによって行われ、複数の波動関

数コピーを利用した量子効率的なエンコーディングスキームを通じて達成されまし
た。

公開日 2026年06月06日  Quantum Zeitgeist  アメリカ



詳細

主要成果

量子化学および材料科学分野において、新たな量子アルゴリズムが画期的な高速化を実
現しました。このアルゴリズムは、密度汎関数理論（DFT）計算において、従来非常に
計算コストが高かった電子密度読み出しのステップを完全に回避することで、計算時間
を大幅に短縮します。この進歩により、これまで古典的なスーパーコンピューターでは
計算が困難であった、より複雑な分子系のシミュレーションが可能になります。

技術・臨床詳細

この研究は、Quemix Inc.、Honda R&D Co.、東京大学、QST（量子科学技術研究開発機
構）、量子材料応用研究センターの共同チームによって実施されました。彼らは、複数
の波動関数コピーを利用する量子効率的なエンコーディングスキームを開発しました。
この手法を用いることで、電子密度を直接測定することなく、系のエネルギーやその他
の物理量を効率的に導出できます。これにより、量子コンピューターが持つ並列計算能
力を最大限に活用し、従来のDFT計算におけるボトルネックを根本的に解決します。特
に、大規模な分子や複雑な電子構造を持つ材料の特性予測において、その威力を発揮す
ると期待されています。

背景・業界文脈

密度汎関数理論（DFT）は、量子化学および材料科学における最も広く使用されている
計算手法の一つです。しかし、その計算コストは系のサイズに指数関数的に依存し、特
に電子密度の読み出しは計算資源を大量に消費するステップでした。このため、非常に
大規模な系や、高精度なシミュレーションが必要な場合は、古典的なコンピューターの
能力の限界に直面していました。今回の量子アルゴリズムの革新は、この長年の課題に
対する有望な解決策を提示し、量子コンピューターが材料設計、触媒開発、新薬創成な
どの分野で実用的な価値を提供する可能性を大きく広げるものです。



今後の展望

この量子アルゴリズムの導入は、量子コンピューターが量子化学および材料科学の分野
で真の「ゲームチェンジャー」となるための重要な一歩です。将来的には、この技術を
用いて、高温超伝導体、高効率太陽電池材料、革新的な医薬品分子など、人類が直面す
る多くの課題を解決するための新材料の発見と設計が加速されるでしょう。研究チーム
は、このアルゴリズムの実装とスケーラビリティのさらなる最適化を進め、より幅広い
科学・産業応用への展開を目指しています。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/quantum-computation-materials-modelling/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/quantum-computation-materials-modelling/


NISTが耐量子暗号の最終標準FIPS 203/204/205を公開：
企業に緊急のPQC移行を促す

概要

NIST（米国国立標準技術研究所）は、FIPS 203 (ML-KEM)、FIPS 204 (ML-DSA)、FIPS

205 (SLH-DSA) の3つの最終的な耐量子暗号（PQC）標準をリリースしました。これら
の標準は、格子ベース問題やハッシュベース構成に基づき、将来の量子コンピュータ

ー攻撃からグローバルなデジタルインフラを保護することを目的としています。企業
は「今収穫し、後で解読する（harvest now, decrypt later）」という脅威に対処するた
め、NISTが2024年8月に最終化したこれらのPQCへの移行を迅速に進める必要があり

ます。

公開日 2026年06月10日  QCecuring  アメリカ



詳細

主要成果

米国国立標準技術研究所（NIST）は、耐量子暗号（PQC）の標準化プロセスにおいて、
FIPS 203（ML-KEM）、FIPS 204（ML-DSA）、FIPS 205（SLH-DSA）という3つの最終標
準を正式にリリースしました。これらの標準は、将来的に古典的な公開鍵暗号を破る能
力を持つ量子コンピューターの脅威に対抗するために開発され、世界中のデジタルイン
フラのセキュリティを強化する基盤となります。

技術・臨床詳細

FIPS 203 (ML-KEM: Module-Lattice-based Key-Encapsulation Mechanism) は、主に一般
的なデータ暗号化に使用される鍵カプセル化メカニズム（KEM）を定義します。FIPS

204 (ML-DSA: Module-Lattice-based Digital Signature Algorithm) は、デジタル署名アル
ゴリズムであり、データの認証と完全性保証に用いられます。そして、FIPS 205 (SLH-
DSA: Stateless Hash-based Digital Signature Algorithm) は、ハッシュベースのステート
レスデジタル署名アルゴリズムで、長期的なセキュリティ要件に適しています。これら
すべてのアルゴリズムは、格子ベース問題やハッシュベース構成といった、現在知られ
ている量子アルゴリズムでは効率的に解けない数学的困難性に基づいています。各標準
は、特定のセキュリティレベル、パフォーマンスベンチマーク、およびユースケースに
対応するよう設計されており、脆弱なソフトウェアスタックを更新するための国際的な
ベースラインとして機能します。

背景・業界文脈

「今収穫し、後で解読する（harvest now, decrypt later）」という脅威は、国家レベル
の攻撃者が既に暗号化されたデータを収集し始め、将来量子コンピューターが登場した
際にそれらを解読することを目指しているというものです。この脅威は、特に長期的に
機密性を保持する必要があるデータ（国家機密、個人情報、知的財産など）にとって深
刻です。NISTは2024年8月にこれらのPQC標準の最終決定を行っており、国家安全保障
メモNSM-10やCNSA 2.0（米国家安全保障局の暗号化ガイドライン）が連邦機関にPQC

移行を指示していることから、組織はPQCへの移行を迅速に進める必要があります。
Impervaのような企業は、X25519とMLKEM768を組み合わせたハイブリッドTLSハンド
シェイクを既にサポートしており、古典暗号と量子安全暗号の両方で保護を提供してい
ます。



今後の展望

これらのNIST PQC標準の最終化は、耐量子暗号への世界的な移行を加速させるでしょ
う。企業や政府機関は、自身の暗号インフラストラクチャを評価し、証明書の発行、プ
ロトコルの更新、構成の変更、ポリシーの適用を含む包括的な移行戦略を策定する必要
があります。2035年以降は、すべての古典的な公開鍵アルゴリズムが国家安全保障シス
テムで禁止される予定であり、PQCへの移行はもはや将来の問題ではなく、喫緊の課題
となっています。ハイブリッド暗号化導入モデルの実装は、移行リスクを軽減するため
の推奨されるアプローチであり、既存のシステムのセキュリティを維持しながら段階的
なPQC導入を可能にします。

元記事: https://www.qcecuring.com/blog/nist-pqc-standards-fips-203-204-205-explained

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.qcecuring.com/blog/nist-pqc-standards-fips-203-204-205-explained


Alice & Bobが論理量子ビット評価フレームワークと初の
オンプレミス量子ハードウェア「Helium」を発表：FTQC
の明確な評価基準と実践的プラットフォームを提供

概要

Alice & Bobは、論理量子ビットの定義と評価のための5つの基準を提示するホワイト

ペーパーを発表し、フォールトトレラント量子コンピューティング（FTQC）への真の
進歩を評価する実用的な基盤を提供しました。同時に、同社は初のオンプレミス展開
向け完全ハードウェアプラットフォーム「Helium Quantum System」を発表。このシ

ステムはわずか18個のキャット量子ビットで最初の論理量子ビットをエンコードする
ように設計され、プロセッサアーキテクチャからソフトウェアスタックまで量子エラ
ー訂正に最適化されています。

公開日 2026年06月11日  Alice & Bob  フランス



詳細

主要成果

フォールトトレラント量子コンピューティング（FTQC）の専門企業であるAlice & Bob

は、量子コンピューティング業界における重要な二つの発表を行いました。一つは、論
理量子ビットの主張をベンチマークするための5つの基準を提示するホワイトペーパー
の公開。もう一つは、初のオンプレミス展開向け完全ハードウェアプラットフォームで
ある「Helium Quantum System」の発表です。これらの取り組みは、FTQC実現に向け
た業界の進捗を明確に評価し、その研究を加速するための実践的なツールを提供するこ
とを目指します。

技術・臨床詳細

Alice & Bobが提示した「論理量子ビットの定義と評価のための5つの基準」は、異なる
ハードウェアプラットフォーム間での「論理量子ビット」という用語の一貫性のない使
用に対処し、真の進歩を評価するための構造化された、モダリティに依存しないフレー
ムワークを提供します。主要な基準には、論理量子ビットの寿命が物理量子ビットの寿
命を超えること（ブレークイーブン）などが含まれます。一方、「Helium Quantum

System」は、わずか18個のキャット量子ビットを使用して、同社初の論理量子ビットを
エンコードするように設計された革新的なプロセッサです。このシステムは、プロセッ
サアーキテクチャからソフトウェアスタックに至るまで、量子エラー訂正に特化して最
適化されており、研究パートナーがFTQCの基礎を実験し、探求するための堅牢なプラ
ットフォームを提供します。キャット量子ビットは、超伝導量子ビットの一種であり、
その特性上、エラー訂正に有利な性質を持つとされています。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの分野では、物理量子ビットの数が急速に増加する一方で、そ
のエラー率の高さが実用化への大きな障壁となっています。FTQCは、多数の物理量子
ビットを使って論理量子ビットを構築し、エラーを抑制することで、大規模で信頼性の
高い量子計算を可能にする究極の目標です。しかし、論理量子ビットの性能評価には明
確な基準が不足しており、異なる研究グループ間での比較が困難でした。Alice & Bobの
フレームワークは、この課題を解決し、業界全体が進捗を客観的に測定するための共通
言語を提供します。また、Helium Quantum Systemのリリースは、同社が提唱するキャ
ット量子ビットに基づくアプローチが、FTQCを実現するための有望な道筋であること
を示すものです。



今後の展望

Alice & Bobの二つの発表は、量子コンピューティングの進展において重要な意味を持ち
ます。評価フレームワークは、投資家、アナリスト、企業意思決定者、研究者に対し、
論理量子ビットのデモンストレーションを評価するための信頼できる基盤を提供しま
す。これにより、技術開発がより透明性高く、目標指向的に進むことが期待されます。
Helium Quantum Systemは、初期のFTQC実験を加速させるためのツールとして、研究
コミュニティに貢献するでしょう。将来的には、このシステムで得られた知見が、より
大規模で実用的なフォールトトレラント量子コンピューターの設計と構築に直接役立つ
と見られています。これは、量子コンピューティングが実用化に向けて大きく前進する
ための、戦略的な一歩と言えます。

元記事: https://alice-bob.com/wp-content/uploads/2026/06/Five-criteria-to-benchmark-logical-qubit-

claims.pdf

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://alice-bob.com/wp-content/uploads/2026/06/Five-criteria-to-benchmark-logical-qubit-claims.pdf
https://alice-bob.com/wp-content/uploads/2026/06/Five-criteria-to-benchmark-logical-qubit-claims.pdf


Compal、NVIDIA、Vernus AIが量子AI統合システムを発
表：創薬期間を最大3,500倍高速化しアルツハイマー病治
療薬探索を加速

概要

COMPUTEX 2026で、Compal ElectronicsはNVIDIA、Vernus AI、台湾の主要大学、製薬

会社との協業により、量子とAIを統合した医薬品発見システムを発表しました。この
システムは、分子構造検索を最大3,500倍高速化し、アルツハイマー病関連ターゲット
の結合エネルギー予測を改善することで、創薬期間の短縮を目指します。Compalの

CGA-QXドッキングシステムは、NVIDIA CUDA-Q量子シミュレーションとGPU加速シ
ミュレーション量子アニーリングを組み合わせています。

公開日 2026年06月05日  Quantum AI Insiders  台湾



詳細

主要成果

COMPUTEX 2026において、Compal ElectronicsはNVIDIA、Vernus AI、台湾の主要大
学、および複数の製薬会社との戦略的協業を通じて、量子技術とAIを統合した画期的な
医薬品発見システムを発表しました。このプラットフォームは、創薬プロセスの期間を
大幅に短縮し、研究室でのワークフローを産業生産レベルへと効率的に移行させること
を目的としています。

技術・臨床詳細

Compalが開発した「CGA-QXドッキングシステム」は、NVIDIA CUDA-Q量子シミュレ
ーションとGPU加速型シミュレーテッド量子アニーリングの二つの強力な技術を組み合
わせたものです。この統合システムは、分子構造検索において驚異的な最大3,500倍の
高速化を達成しました。特に、アルツハイマー病関連ターゲットの結合エネルギー予測
において顕著な改善が見られ、これにより新薬候補の特定と最適化が加速されます。従
来の計算手法では膨大な時間を要していた分子ドッキングシミュレーションが、このシ
ステムにより現実的な時間枠で実行可能となり、創薬研究のボトルネック解消に貢献し
ます。

背景・業界文脈

医薬品の発見と開発は、莫大な時間とコストを要するプロセスであり、平均して10年以
上、数十億ドルの費用がかかると言われています。既存の計算化学ツールでは、複雑な
分子相互作用を完全にモデル化するには限界があり、多くの物理的実験を必要としま
す。量子コンピューティングとAIの融合は、この課題を克服するための最も有望なアプ
ローチの一つとして期待されています。量子力学の原理を利用して分子レベルの相互作
用をより正確にシミュレーションし、AIが膨大なデータを効率的に解析することで、創
薬プロセス全体の効率性と成功率を高めることが可能になります。台湾におけるこの協
業は、ハードウェア製造の強みを持つCompalが、最先端の量子AI技術をバイオテクノ
ロジー分野に応用する動きとして、アジア太平洋地域でのイノベーションを牽引するも
のです。



今後の展望

この量子AI統合システムの導入は、創薬の未来を根本的に変革する可能性を秘めていま
す。分子設計のサイクルが大幅に短縮されることで、これまで治療が困難だった疾患に
対する新しい治療薬がより迅速に患者に届けられることが期待されます。Compalは、
このプラットフォームをさらに発展させ、より多くの疾患領域や研究段階に応用してい
く計画です。将来的には、この技術が製薬業界全体のデジタル変革を加速させ、パーソ
ナライズ医療や精密医療の進展にも寄与すると考えられています。このプラットフォー
ムは、台湾の主要大学や製薬会社との継続的な連携を通じて、実際の研究課題への適用
と検証を深めていくでしょう。

元記事: https://quantumaiinsiders.com/quantum-ai-biotech-compal-reaix/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumaiinsiders.com/quantum-ai-biotech-compal-reaix/


Quantinuum、論理量子ビット性能を物理量子ビットの
800倍に向上：Nature誌掲載でフォールトトレランス量子
化学を加速

概要

Quantinuumは、同社のSystem Model H1量子コンピューターで、物理量子ビットを

800倍上回る性能を持つ論理量子ビットを実証し、この成果は2026年6月にNature誌に
掲載されました。このブレークスルーは、新たに開発されたエラー検出コードを用い
て論理量子ビットを作成し、ベイズ量子位相推定のデモンストレーションに成功した

ものです。また、98個の物理量子ビットから48個の論理量子ビットを効率的にエンコ
ードしたことも示されました。これは、量子化学における早期フォールトトレランス
への移行を加速し、同社の量子計算化学プラットフォームInQuantoの将来バージョン

に統合される予定です。

公開日 2026年06月11日  Quantinuum  アメリカ



詳細

主要成果

Quantinuumの科学者チームは、同社のSystem Model H1量子コンピューターにおい
て、物理量子ビットの性能を800倍上回る論理量子ビットの実証に成功しました。この
画期的な研究成果は、2026年6月に世界的に権威ある科学誌Natureに掲載され、量子コ
ンピューティングハードウェアの信頼性における大きな進歩を明確に示しています。

技術・臨床詳細

この成果は、新たに開発されたエラー検出コードを用いて論理量子ビットを作成し、ベ
イズ量子位相推定という複雑な計算をデモンストレーションすることで達成されまし
た。研究チームは、98個の物理量子ビットを効率的に利用し、48個の堅牢な論理量子ビ
ットをエンコードすることができました。論理量子ビットの寿命が物理量子ビットのそ
れを800倍も上回るという結果は、量子エラー訂正の有効性を実証し、フォールトトレ
ラント量子コンピューティング（ FTQC）への実現可能性を大きく高めます。
Quantinuumのアプローチは、仮説的なシステムに頼るのではなく、実用的な応用を優
先し、既存の量子コンピューターでフォールトトレランスへの道を切り開くことを特徴
としています。この技術は、同社の量子計算化学プラットフォームInQuantoの将来のバ
ージョンに統合され、材料科学および分子モデリングにおけるより高度なシミュレーシ
ョンを可能にするでしょう。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの実用化に向けた最大の課題の一つは、物理量子ビットが環境
ノイズに対して非常に敏感であり、計算中にエラーが発生しやすいことです。フォール
トトレラント量子コンピューティングは、このエラー問題を克服し、大規模で信頼性の
高い量子計算を可能にするための究極の目標とされています。論理量子ビットの性能向
上がこの目標達成の鍵となります。Quantinuumの今回の成果は、この分野における理
論的進歩がハードウェアレベルで実際に検証されたことを意味し、超伝導量子ビットや
イオントラップ量子ビットといった主要なモダリティ間で、フォールトトレランスに向
けた競争が激化している中で、同社の技術的優位性を示すものとなります。特に、量子
化学分野は、新薬開発や新素材発見において量子コンピューティングの恩恵を最も早く
受けられる可能性のある分野と見られています。



今後の展望

物理量子ビットの800倍の性能を持つ論理量子ビットの実証は、量子コンピューティン
グのブレークスルーであり、実用的な量子優位性（有用な計算課題で古典コンピュータ
ーを凌駕する能力）の実現を加速させます。これにより、量子化学や材料科学の研究者
は、これまで不可能だった分子や材料の複雑な量子挙動を、かつてない精度と効率でシ
ミュレートできるようになります。Quantinuumは、この技術をさらに発展させ、より
大規模で汎用的なFTQCシステムの構築を目指すでしょう。この進歩は、量子コンピュ
ーティングが科学研究、産業応用、そして最終的には社会全体に与える影響を、より明
確なものにするものとして注目されています。

元記事: https://www.quantinuum.com/press-releases/quantum-chemistry-progresses-meaningfully-

towards-a-fault-tolerant-regime-using-logical-qubits

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.quantinuum.com/press-releases/quantum-chemistry-progresses-meaningfully-towards-a-fault-tolerant-regime-using-logical-qubits
https://www.quantinuum.com/press-releases/quantum-chemistry-progresses-meaningfully-towards-a-fault-tolerant-regime-using-logical-qubits


インディアナ大学、数百億ノード規模の超大規模量子ネッ
トワークプロトコルを開発：既存インターネット規模の量
子通信実現へ道

概要

インディアナ大学のFilippo Radicchiらの研究チームは、数百億のノードを含むネット

ワーク全体で動作する量子通信プロトコルを開発しました。このプロトコルは任意の
ネットワークトポロジーに適用可能であり、これまでの単純な構成に限定されていた
研究の限界を超えています。これは、既存の古典的なインターネットと同等の超大規

模な成長を量子インターネットが達成できる可能性を示し、実用的で広範な量子通信
への道を切り開きます。

公開日 2026年06月09日  Quantum Zeitgeist  アメリカ



詳細

主要成果

インディアナ大学のFilippo Radicchiらの研究チームが、数百億ものノードを包含するネ
ットワーク全体で安定して機能する、画期的な量子通信プロトコルを開発しました。こ
のプロトコルは、これまでの量子ネットワーク研究が直面していたスケーラビリティの
課題を克服し、任意のネットワークトポロジーに適用可能であるという点で特筆すべき
成果です。

技術・臨床詳細

新たに開発された量子通信プロトコルは、既存の古典的なインターネットの構造、特に
その超大規模なノード数を考慮に入れて設計されています。従来の量子ネットワークプ
ロトコルは、通常、比較的小規模なネットワークや特定のトポロジー（例：スター型、
リング型）に限定されていましたが、Radicchiチームのプロトコルは、数千から数百億
のノードが相互接続された複雑なネットワーク全体で、量子情報の効率的な伝送と管理
を可能にします。この適応性は、量子インターネットが将来的に地理的に分散した量子
コンピューターや量子センサーを接続し、広範囲にわたるセキュアな通信基盤を構築す
るための重要な技術的要件を満たします。

背景・業界文脈

量子インターネットの構想は、分散型量子コンピューティング、超安全な通信、精密な
時間同期など、革新的なアプリケーションを実現する可能性を秘めています。しかし、
その実現には、量子ビットのコヒーレンスを維持しつつ、広範囲にわたって量子状態
（特にエンタングルメント）を効率的に分配・共有できる技術が不可欠です。これまで
の研究は、主に物理的な限界や、限られたネットワーク規模での概念実証に焦点を当て
てきました。今回のインディアナ大学の成果は、古典的なインターネットの成功からヒ
ントを得て、超大規模なネットワークにも対応できる抽象度の高いプロトコルを提案す
ることで、量子インターネットの実用化に向けた大きな一歩を踏み出したと言えます。



今後の展望

この超大規模量子ネットワークプロトコルの開発は、量子インターネットが、今日の古
典的なインターネットと同様に、広範かつ普遍的にアクセス可能なインフラストラクチ
ャとして発展する可能性を飛躍的に高めます。今後、このプロトコルの物理層での実装
と検証が重要な次のステップとなるでしょう。成功すれば、グローバルな規模での量子
鍵配送（QKD）ネットワークの構築、分散型量子コンピューターによる新たな計算パラ
ダイムの創出、そして宇宙規模での量子科学実験の実現など、多岐にわたる応用が期待
されます。投資家や政策立案者にとっては、量子インフラストラクチャへの投資が、デ
ジタル社会の未来を支える新たな基盤となることを示唆しています。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/quantum-networks-communication-scaling-classical-graph-

representation/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/quantum-networks-communication-scaling-classical-graph-representation/
https://quantumzeitgeist.com/quantum-networks-communication-scaling-classical-graph-representation/


新量子材料アルゴリズム、従来のスーパーコンピューター
では不可能だった複雑な準結晶シミュレーションに成功：
高効率エレクトロニクスと次世代量子デバイスへ影響

概要

新しい量子材料アルゴリズムが、従来のスーパーコンピューターでは不可能とされて

いた複雑な準結晶のシミュレーションに成功しました。このブレークスルーは、高度
な量子デバイス、超効率的なエレクトロニクス、そして将来の量子コンピューティン
グの発展に影響を与える可能性があります。この方法は、量子物理学、コンピュータ

ーサイエンス、材料工学の分野を統合し、新素材設計と基礎物理学理解を加速させま
す。

公開日 2026年06月05日  Fried Engineers  アメリカ



詳細

主要成果

材料科学の分野において、新しい量子材料アルゴリズムが画期的な成功を収めました。
このアルゴリズムは、従来のスーパーコンピューターの能力を超え、これまでシミュレ
ーションが不可能とされていた複雑な準結晶の構造と特性を正確にモデル化することを
可能にしました。このブレークスルーは、高度な量子デバイス、超効率的なエレクトロ
ニクス、さらには将来の量子コンピューティング技術の基盤となる新素材の開発に大き
な影響を与えると期待されています。

技術・臨床詳細

この新しい量子材料アルゴリズムは、量子物理学、コンピューターサイエンス、材料工
学の複数の分野における最新の知見と技術を統合して開発されました。特に、準結晶の
非周期的な原子配置と複雑な電子構造を、量子力学的な原理に基づいて効率的かつ正確
に記述する手法が採用されています。従来の古典的なシミュレーション手法では、準結
晶のような長距離秩序を持ちながら周期性を持たない構造は、その計算複雑度の高さか
らモデリングが極めて困難でした。量子アルゴリズムは、量子重ね合わせやエンタング
ルメントといった量子固有の特性を利用することで、古典的なアプローチでは扱えない
膨大な状態空間を探索し、準結晶の微細な特性を明らかにすることを可能にしました。

背景・業界文脈

準結晶は、従来の結晶とは異なり、周期性を持たないが長距離秩序を持つユニークな構
造を持つ材料です。その独特な物理的・化学的特性は、低摩擦表面、熱絶縁材料、硬質
コーティングなど、幅広い応用が期待されています。しかし、その複雑な構造ゆえに、
特性の理解や新しい準結晶材料の設計は、実験と理論の両面で大きな課題でした。今回
の量子アルゴリズムの成功は、この長年の障壁を打ち破り、準結晶の研究開発を飛躍的
に加速させる可能性があります。これは、量子コンピューティングが単なる理論的な好
奇心を超え、具体的な科学的課題解決に貢献する実用的なツールとなりつつあることを
示しています。



今後の展望

この量子材料アルゴリズムの登場は、材料科学の研究開発に新たなフロンティアを開き
ます。将来的には、この技術を用いて、これまでにない特性を持つ準結晶やその他の複
雑な量子材料を効率的に設計・発見できるようになるでしょう。例えば、超効率的な熱
電材料、革新的な触媒、あるいは次世代の量子コンピューターそのものの構成要素とし
ての応用が考えられます。研究チームは、アルゴリズムのさらなる最適化と、より多く
の材料系への適用を進めることで、産業界への具体的な貢献を目指しています。この進
歩は、材料設計のパラダイムを根本的に変え、未来のテクノロジーの基盤を築く可能性
を秘めています。

元記事: https://friedengineers.com/news-updates/quantum-materials-algorithm/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://friedengineers.com/news-updates/quantum-materials-algorithm/


量子鍵配送（QKD）が100km超および300km超の光ファ
イバー環境で実証：既存インフラ活用で将来の量子安全通
信を強化

概要

エネルギー時間エンタングルメントに基づく100kmの量子鍵配送（QKD）リンクが、

NiceとSophia Antipolis間を商用グレードの光ファイバーで接続し、完全に自動化され
安定した状態で展開されました。さらに、スウェーデンのLinköping大学と国内量子通
信インフラのストックホルム拠点間では、マルチコアファイバーセグメントを含む

303kmの展開ファイバー上で信頼ノード型QKDが実証されました。これらの成果は、
既存のメトロポリタンファイバーネットワークや、要求の厳しい動的に再構成可能な
ファイバーインフラストラクチャへの商用QKDシステムの統合が実用的であることを

示しています。

公開日 2026年06月05日  ResearchGate  フランス



詳細

主要成果

量子鍵配送（QKD）技術が、実環境の長距離光ファイバーリンクにおいて、その実用性
と安定性を相次いで実証しました。具体的には、エネルギー時間エンタングルメントを
利用したQKDシステムがフランスのNiceとSophia Antipolis間を100kmの商用光ファイバ
ーで接続し、完全に自動化された状態で安定稼働。また、スウェーデンでは、マルチコ
アファイバーセグメントを含む303kmもの長距離ファイバー上で信頼ノード型QKDが成
功裏に展開されました。

技術・臨床詳細

フランスの事例では、完全に自己完結型のQKDシステムが、従来のメトロポリタンファ
イバーネットワーク上で追加のオーバーヘッドなしで動作しました。これは、将来の大
規模量子ネットワーク、特に地上と衛星互換のインフラストラクチャを橋渡しする上で
極めて重要です。一方、スウェーデンのデモンストレーションでは、Linköping大学と
スウェーデン国立量子通信インフラストラクチャのストックホルム拠点間を接続しまし
た。このシステムは、市販のQKDシステムと外部の超伝導ナノワイヤ単一光子検出器を
組み合わせることで、標準的な内部ゲートモード検出器がサポートする以上の損失環境
下での運用を可能にしています。これにより、要求の厳しい異種混在で動的に再構成可
能なファイバーネットワークへの商用QKDシステムの統合が検証されました。

背景・業界文脈

現在のデジタル社会は公開鍵暗号に大きく依存していますが、将来の高性能量子コンピ
ューターはこれらの暗号を容易に破る可能性があります。QKDは、量子力学の基本原理
（盗聴者が量子状態を測定しようとすると必ずその状態を乱すため、検出される）を利
用して、盗聴不可能な鍵を安全に共有する技術であり、将来のサイバーセキュリティを
確保するための重要なソリューションとして注目されています。しかし、その実用的な
展開には、長距離化、安定性、既存インフラとの互換性などの課題がありました。今回
の100kmおよび303kmの実証は、これらの課題を克服し、QKDが現実世界で大規模に展
開可能であることを示すものです。



今後の展望

これらの長距離QKDの実証は、将来の量子インターネットや量子安全な通信インフラス
トラクチャの構築に向けた重要なマイルストーンとなります。既存の光ファイバーネッ
トワークを最大限に活用できることは、QKDシステムの導入コストと複雑さを大幅に削
減し、その普及を加速させるでしょう。今後、政府機関、金融機関、防衛産業など、高
セキュリティを必要とする分野でのQKDの採用がさらに進むと予想されます。さらに、
今回の成果は、光ファイバーネットワークにおける量子通信の限界を押し広げ、量子リ
ピーター技術や分散型量子コンピューティングとの統合に向けた基礎を築くものとし
て、業界全体の期待を集めています。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/405788066_Quantum_key_distribution_network_deployed_over_100

world_environment

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/405788066_Quantum_key_distribution_network_deployed_over_100_km_in_a_real-world_environment
https://www.researchgate.net/publication/405788066_Quantum_key_distribution_network_deployed_over_100_km_in_a_real-world_environment


米国政府、CHIPS法に基づきIBM、D-Wave、Rigetti、
Infleqtionなど9社に総額20億ドルの量子コンピューティ
ング投資を決定：国内サプライチェーンを強化

概要

米国商務省はCHIPS and Science Actに基づき、IBM、D-Wave Quantum、Rigetti

Computing、Infleqtionを含む9つの量子企業に対し、総額20億ドルを投資すると発表
しました。特にIBMには、米国初の専用量子チップファウンドリ「Anderon」構築のた
めに10億ドルが割り当てられ、D-WaveとRigettiにはそれぞれ最大1億ドルの株式投資

が行われます。この大規模な投資は、国内の量子サプライチェーンを強化し、量子コ
ンピューティングの進歩を加速することを目的としています。

公開日 2026年06月11日  Weiss Ratings  アメリカ



詳細

主要成果

米国商務省は、CHIPS and Science Act of 2022に基づき、量子コンピューティング分野
における主要企業9社に対し、総額20億ドルの大規模投資を実施すると発表しました。
この資金は、米国の量子技術サプライチェーンを強化し、次世代の量子コンピューター
開発を加速させることを目的としています。

資金提供詳細

今回の投資プログラムでは、IBMが特に注目され、米国初の専用量子チップファウンド
リ「Anderon」の構築に10億ドルが割り当てられました。これは、量子ハードウェアの
国内製造能力を確立し、外部依存を減らす上で極めて重要なステップです。また、D-

Wave QuantumとRigetti Computingには、それぞれ最大1億ドルの株式投資が決定しま
した。D-Waveはアニーリング型とゲートモデルの量子コンピューティングを、Rigetti
は超伝導量子コンピューティングをそれぞれ専門としており、この投資は彼らの技術開
発を加速させます。その他、IonQ（トラップドイオン）、Infleqtion（中性原子）、
Xanadu（フォトニック）といった多様な量子ビット技術を持つ企業も含まれており、
それぞれの強みを伸ばすための支援が期待されます。InfleqtionのSqaleシステムは、中
性原子業界で99.73%のエンタングルメントゲート忠実度を記録し、高い性能を示してい
ます。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、創薬、材料科学、金融モデリング、人工知能など、幅広い
分野で革新的なソリューションを提供する可能性を秘めています。米国政府は、この戦
略的に重要な技術分野におけるリーダーシップを確保するため、CHIPS法を通じて積極
的に投資を行っています。特に、中国などの競合国が量子技術開発に巨額を投じる中
で、国内のサプライチェーンの強靭化と技術的優位性の確立は、国家安全保障上の喫緊
の課題となっています。この投資は、単なる技術開発だけでなく、関連するエコシステ
ムの形成と人材育成も視野に入れた、包括的な国家戦略の一環と見なされます。



今後の展望

この20億ドルの投資は、米国の量子コンピューティング産業に大きな弾みをつけるでし
ょう。特に、IBMのAnderonファウンドリは、将来の量子チップ製造の基盤となり、量
子ハードウェアのイノベーションを加速させることが期待されます。各企業への資金提
供は、それぞれの量子ビット技術の成熟度を高め、より強力で信頼性の高い量子コンピ
ューターの開発を促進します。これにより、量子技術の商業化が加速し、経済的、戦略
的な価値創造が期待されます。米国の量子分野は、この投資を通じて、世界的な競争に
おいてより強力な立場を確立し、未来のコンピューティングを形作る最前線に立つこと
になるでしょう。

元記事: https://weissratings.com/en/weiss-ratings-daily/why-washington-is-buying-up-these-9-

quantum-leaders

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://weissratings.com/en/weiss-ratings-daily/why-washington-is-buying-up-these-9-quantum-leaders
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シリコンスピン量子ビットプロセッサのノイズ源を特定：
高周波電荷ノイズがゲート忠実度を低下させるメカニズム
を解明

概要

研究者たちは、シリコンスピン量子ビットプロセッサにおけるノイズの起源を特定す

ることに成功しました。理論モデリングと大規模な統計シミュレーションの組み合わ
せにより、高周波数の電荷ノイズが量子ビットの共振周波数シフトに寄与し、ゲート
忠実度を低下させることを示しました。この発見は、スピン量子ビットの性能向上、

特に高忠実度ゲート操作のための基礎的な洞察を提供し、量子コンピューターの信頼
性向上に不可欠なステップとなります。

公開日 2026年06月05日  EurekAlert!  アメリカ



詳細

主要成果

量子コンピューティングの分野において、シリコンスピン量子ビットプロセッサの性能
を阻害する長年の課題であるノイズの起源が特定されました。研究者たちは、高周波数
の電荷ノイズが量子ビットの共振周波数をシフトさせ、その結果、ゲート忠実度を低下
させる主要なメカニズムであることを解明しました。この発見は、スピン量子ビット技
術の信頼性とスケーラビリティを向上させる上で極めて重要な洞察を提供します。

技術・臨床詳細

この研究は、理論モデリングと大規模な統計シミュレーションを組み合わせることで行
われました。シリコンスピン量子ビットは、シリコン中の電子スピン状態を利用するも
ので、その製造には既存のCMOS技術との互換性という大きな利点があります。しか
し、微細な構造ゆえに、局所的な電荷の揺らぎやノイズに対して敏感です。研究チーム
は、これらの電荷ノイズが量子ビットのエネルギー準位に影響を与え、その共振周波数
を予測不能な形でシフトさせることを数値的に示しました。この周波数シフトは、量子
ゲート操作の精度（忠実度）を直接的に低下させ、結果として計算エラーを増加させる
原因となります。今回の成果は、この複雑な相互作用を定量的に記述し、ノイズの具体
的な物理的起源を特定したことにあります。

背景・業界文脈

量子コンピューターの性能は、量子ビットの忠実度（正確さ）に大きく左右されます。
特に、大規模なフォールトトレラント量子コンピューターの構築には、極めて高いゲー
ト忠実度が必要不可欠です。シリコンスピン量子ビットは、その小型化の可能性と既存
半導体技術との互換性から、将来の大規模量子コンピューターの有力候補とされていま
す。Diraqのような企業は、シリコンスピン量子ビットを摂氏マイナス272度（1ケルビ
ン）という比較的高温で動作させるホット量子ビットアプローチを開発しており、冷却
要件の緩和を目指しています。しかし、ノイズがゲート忠実度を制限する根本原因を理
解し、それを軽減する戦略は、この技術が超伝導やイオントラップといった他の量子ビ
ットモダリティと競争するために不可欠です。今回の研究は、シリコンスピン量子ビッ
トの設計と最適化における次のステップを導くものです。



今後の展望

ノイズの起源が特定されたことで、研究者やエンジニアは、スピン量子ビットプロセッ
サの設計において、電荷ノイズに対する耐性を高めるための具体的な対策を講じること
が可能になります。これには、材料の改善、デバイス構造の最適化、ノイズ抑制回路の
開発などが含まれます。結果として、より高忠実度でスケーラブルなシリコンスピン量
子ビットの実現が加速され、フォールトトレラント量子コンピューティングの実現に向
けた道筋がより明確になるでしょう。この進歩は、シリコンベースの量子コンピュータ
ーが、将来のデジタル経済において重要な役割を果たすための基盤を固めるものとして
期待されています。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1130876

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1130876


シリコンスピン量子コンピューティング市場ガイド公開：
CMOS互換性と1ケルビン動作の利点を強調

概要

シリコンスピン量子コンピューティングのトップ企業を網羅したベンダーガイドが公
開され、このモダリティが製造規模において最も深いパスを持つことが強調されまし
た。シリコンスピン量子ビットは、超伝導やトラップドイオン量子ビットと比較して

量子ビット数やゲート忠実度では劣るものの、標準的なCMOSファウンドリツールで
製造可能であり、Diraqの技術ではより高い温度（1ケルビン）で動作できるという利
点が注目されています。これは、将来の大規模量子コンピューティング実現に向けた

重要な技術として位置づけられています。

公開日 2026年06月09日  Quantum Zeitgeist  アメリカ



詳細

主要成果

シリコンスピン量子コンピューティング分野における主要企業をまとめた最新のベンダ
ーガイドが公開されました。このガイドは、シリコンスピン量子ビットが、その製造プ
ロセスにおけるスケーラビリティと既存半導体産業との互換性において、他の量子ビッ
トモダリティよりも深いパスを持つことを強調しています。これは、将来の大規模量子
コンピューターの実現に向けたロードマップにおいて、シリコンスピン技術が戦略的に
重要な位置を占めることを示唆しています。

技術・臨床詳細

シリコンスピン量子ビットは、その特性上、超伝導量子ビットやトラップドイオン量子
ビットと比較して、現在のところ量子ビット数や個々のゲート忠実度では劣る側面があ
ります。しかし、その最大の強みは、標準的なCMOS（相補型金属酸化膜半導体）ファ
ウンドリツール、つまり既存の半導体製造インフラを直接利用して製造できる点にあり
ます。これにより、製造コストの削減と生産規模の拡大が期待できます。さらに、
Diraq社が開発している「ホット量子ビットアプローチ」では、シリコンスピン量子ビ
ットが従来の極低温環境よりも高い温度（摂氏マイナス272度、つまり1ケルビン）で動
作可能であることが示されており、冷却システム要件の緩和とシステムの運用効率向上
に貢献します。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの商業化は加速していますが、スケーラビリティ、忠実度、そ
して製造コストが大きな課題として残っています。超伝導量子ビットは高速ですがエラ
ー管理が難しく、イオントラップ量子ビットは高忠実度ですがスケーリングに課題があ
ります。このような中で、シリコンスピン量子ビットは、既存の半導体産業が培ってき
た製造技術を継承できるという点でユニークな利点を持ちます。これは、数百万量子ビ
ット規模のフォールトトレラント量子コンピューターを実現する上で、コスト効率と量
産性という観点から非常に魅力的です。今回のベンダーガイドは、この分野の主要なプ
レーヤーとその技術的アプローチを概観し、シリコンスピン技術がなぜ将来的に競争力
を持つのかを詳細に解説しています。



今後の展望

シリコンスピン量子コンピューティングの継続的な発展は、より実用的で大規模な量子
コンピューターの実現を加速させるでしょう。CMOS互換性は、半導体産業からの大規
模な投資と技術移転を促し、量子ビット製造のコストを劇的に引き下げる可能性を秘め
ています。また、高温動作が可能になることで、量子コンピューターの運用コストが削
減され、より幅広い環境での展開が期待されます。今後、シリコンスピン技術は、他の
モダリティと連携しながら、量子コンピューティングの商業化を牽引する主要な柱の一
つとなると見られており、材料科学、創薬、金融などの分野で革新的な応用が生まれる
基盤となるでしょう。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/top-silicon-spin-quantum-computing-companies/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/top-silicon-spin-quantum-computing-companies/


XtalPi、代謝性GPCRターゲット向けAI駆動型創薬で4億ド
ル超の大型提携を締結：量子物理学とAIを統合し画期的な
ヒット率を達成

概要

XtalPiは、代謝性GPCRターゲットを対象とした4億ドル以上のAI駆動型創薬パートナー

シップを締結しました。この大規模な協力では、XtalPiの量子物理学、AI、ロボティク
スプラットフォームを統合的に活用し、難易度の高いGPCRターゲットに対するクラス
最高の低分子の開発を加速します。同社の統合された量子物理学とAIアルゴリズム

は、厳格なパイロットフェーズで画期的なヒット率を達成し、そのプラットフォーム
の優れた能力を実証しました。

公開日 2026年06月10日  BioPharma APAC  シンガポール



詳細

主要成果

XtalPiは、代謝性GPCR（Gタンパク質共役型受容体）ターゲットに特化したAI駆動型創
薬において、4億ドル（約580億円）を超える大規模なパートナーシップを締結したこと
を発表しました。この提携は、XtalPi独自の量子物理学、AI、ロボティクスを融合した
プラットフォームの卓越した能力を実証し、難易度の高い創薬領域でのブレークスルー
を加速させるものです。

技術・臨床詳細

このパートナーシップでは、XtalPiの統合されたプラットフォームが中心的な役割を果
たします。同社の技術は、量子物理学の原理を応用して分子間の相互作用を極めて正確
に予測し、AIアルゴリズムが膨大な化学空間から最適な分子構造を効率的に探索しま
す。さらに、ロボティクスを活用した自動実験システムが、ハイスループットな合成と
スクリーニングを可能にします。この三位一体のアプローチにより、従来は非常に困難
とされていた代謝性GPCRターゲットに対する、クラス最高（best-in-class）の低分子候
補薬を迅速かつ効率的に開発することを目指します。厳格なパイロットフェーズでは、
同社の量子物理学とAIを統合したアルゴリズムが、従来の創薬手法を大幅に上回る画期
的なヒット率を達成したと報告されており、プラットフォームの強力な予測能力と実験
検証能力が実証されました。

背景・業界文脈

代謝性疾患は、糖尿病、肥満、脂肪肝など、世界中で多くの患者に影響を与え、医療費
の大きな負担となっています。その治療薬開発において、GPCRは最も重要なターゲッ
トファミリーの一つですが、その複雑な生物学的機能と多様性から、創薬が極めて難し
いとされてきました。特に、特定のアゴニストやアンタゴニストを見つけることは「聖
杯探し」に例えられます。AIと量子コンピューティングの融合は、こうした難易度の高
いターゲットに対する創薬のボトルネックを解消する新たなパラダイムとして期待され
ています。今回の4億ドルを超える提携は、この新興技術が製薬業界で実質的な価値を
生み出し始めていることを示す強力なシグナルであり、AI駆動型創薬の商業的実現可能
性を裏付けるものです。



今後の展望

今回の提携により、XtalPiは代謝性GPCRターゲットに特化した画期的な治療薬の開発を
加速させるとともに、そのプラットフォームの汎用性と有効性をさらに拡大する機会を
得ます。成功すれば、この技術は代謝性疾患治療薬の開発に革命をもたらし、患者の生
活の質を向上させる可能性があります。また、この提携は、量子物理学とAI、ロボティ
クスが融合した次世代の創薬アプローチが、製薬産業における標準的なツールとなる未
来を示唆しています。XtalPiは、この成功を足がかりに、さらに多くの疾患領域やパー
トナーシップへと展開し、AI駆動型創薬のグローバルリーダーとしての地位を確固たる
ものにすることを目指すでしょう。

元記事: https://biopharmaapac.com/news/69/8040/xtalpi-lands-400m-ai-driven-drug-discovery-

partnership-for-metabolic-gpcr-target.html

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://biopharmaapac.com/news/69/8040/xtalpi-lands-400m-ai-driven-drug-discovery-partnership-for-metabolic-gpcr-target.html
https://biopharmaapac.com/news/69/8040/xtalpi-lands-400m-ai-driven-drug-discovery-partnership-for-metabolic-gpcr-target.html


インスブルック大学・AQT、50km光ファイバーで遠隔イ
オン-イオンエンタングルメントを実証：大都市規模の量
子ネットワーク実現へ前進

概要

インスブルック大学とAlpine Quantum Technologies (AQT)の研究者らは、コンパクト

なラックマウント型量子ネットワークノードとトラップされた40Ca+イオンを用い
て、50kmの光ファイバーチャネルを介した遠隔イオン-イオンエンタングルメントを
実証しました。この開発は、大都市規模の量子ネットワークを実現し、安全な通信、

分散型量子コンピューティング、精密な時間測定を可能にする上で極めて重要です。
この成果は、光ファイバーを介したトラップドイオン量子ビットの長距離接続の実現
可能性を示しています。

公開日 2026年06月11日  Tsinghua University  オーストリア



詳細

主要成果

インスブルック大学とAlpine Quantum Technologies (AQT) の共同研究チームは、量子
ネットワーク技術において画期的な進歩を遂げ、50kmにも及ぶ光ファイバーチャネル
を介して遠隔のイオン-イオンエンタングルメントを成功裏に実証しました。この成果
は、コンパクトなラックマウント型量子ネットワークノードと、忠実度の高いトラップ
された40Ca+（カルシウムイオン）量子ビットを用いることで達成されました。

技術・臨床詳細

この実験の核となるのは、高度に制御されたイオントラップ技術と、量子状態を光に変
換して長距離伝送する量子インターフェースの統合です。研究チームは、40Ca+イオン
を量子ビットとして利用し、それらの量子状態を光子にエンコードして商用光ファイバ
ーケーブルを通じて50km離れた地点に送信しました。受信側では、別の量子ネットワ
ークノードが光子を再びイオンの量子状態に変換し、遠隔地の2つのイオン間に量子エ
ンタングルメントを確立します。重要なのは、このシステムがコンパクトなラックマウ
ント型設計であり、今後の大規模なインフラストラクチャへの統合を容易にすることで
す。これにより、都市規模での量子ネットワーク構築に必要なスケーラビリティと実用
性が示されました。

背景・業界文脈

量子ネットワークは、分散型量子コンピューティング、究極的に安全な量子鍵配送
（QKD）、そしてネットワーク化された量子センサーによる超精密な計測など、次世代
の技術革新を可能にする基盤として期待されています。しかし、量子状態の長距離伝送
には、環境ノイズによるコヒーレンス喪失や伝送損失といった大きな課題がありまし
た。これまでの研究は、比較的短距離での概念実証に留まることが多かったため、今回
の50kmという距離での遠隔イオン-イオンエンタングルメントの成功は、その実用化に
向けた大きな一歩となります。トラップドイオン量子ビットは、その高い忠実度と長い
コヒーレンス時間から、量子コンピューティングおよび量子ネットワークの有望なモダ
リティとして注目されています。



今後の展望

今回の50km光ファイバーチャネルを介した遠隔イオン-イオンエンタングルメントの実
証は、大都市圏をカバーする量子ネットワークの実現可能性を飛躍的に高めます。これ
により、都市間での量子鍵配送のセキュアな通信が現実的となり、金融機関や政府機関
など、高セキュリティを求める分野での応用が加速するでしょう。さらに、この技術
は、地理的に分散した複数の量子コンピューターを接続し、単一の強力な量子コンピュ
ーティングリソースとして機能させる「分散型量子コンピューティング」の基盤となり
ます。将来的には、より広範な地域、さらには衛星を介したグローバルな量子インター
ネットの構築に向けた重要なステップとして、この研究のさらなる発展が期待されま
す。

元記事: https://cqi.tsinghua.edu.cn/en/info/1246/2976.htm

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cqi.tsinghua.edu.cn/en/info/1246/2976.htm


市場規模予測レポート：量子技術市場は2035年までに2.7
兆ドルに達する見込み

概要

本記事はMcKinsey & Companyが発行した市場調査レポートの概要紹介です。このレ
ポート「2026年量子技術モニター」は、量子コンピューティングが実験段階を超え、
商業化へと移行していることを示唆しています。市場は2035年までに世界で最大2.7兆

ドル（約390兆円）の経済価値を生み出すと予測されており、量子技術スタートアップ
への投資も大幅に増加しています。

公開日 2026年06月10日  McKinsey & Company  アメリカ



詳細

本記事はMcKinsey & Companyが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

発行会社: McKinsey & Company

レポート名: 2026年量子技術モニター (2026 Quantum Technology Monitor)

調査対象市場: グローバル量子技術市場（特に量子コンピューティング）

調査期間: 主に現在の市場動向と2035年までの予測

対象読者: 企業経営者、投資家、政策立案者、技術戦略担当者

主要な調査結果

量子コンピューティングは、研究開発の段階を超え、商業化の段階へと移行してい
る。

現在、300社以上の企業が量子技術ベンダーと積極的に協力し、具体的な商業的課題
の解決に取り組んでいる。

量子技術市場全体は、2035年までに最大で2.7兆ドル（約390兆円）の経済的価値を
世界中で生み出す可能性があると予測されている。

量子技術スタートアップ企業への投資額が大幅に増加しており、この分野への資本流
入が活発化している。

製薬、化学、金融などの分野で、クラウドベースの量子コンピューティングソリュー
ションの採用が進んでいる。

発行会社について

McKinsey & Companyは、世界をリードするグローバルな経営コンサルティングファー
ムです。企業や政府機関、非営利団体に対し、戦略、組織、オペレーション、テクノロ
ジーなど幅広い分野でコンサルティングサービスを提供しています。深い業界知識と分
析力を活用し、クライアントの最も複雑な課題解決を支援することで知られています。

元記事: https://www.consulting.us/news/13514/quantum-computing-reaches-commercial-turning-

https://www.consulting.us/news/13514/quantum-computing-reaches-commercial-turning-point-mckinsey-report-finds


point-mckinsey-report-finds

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.consulting.us/news/13514/quantum-computing-reaches-commercial-turning-point-mckinsey-report-finds


日本とシンガポール、量子通信・コンピューティング協力
協定を締結：共同R&D、テストベッド、人材育成でアジ
アの量子ブロック形成へ

概要

日本とシンガポールは、量子通信、コンピューティング、および人材育成における協

力を促進するための覚書を締結しました。この協定は、共同R&Dプロジェクトの推
進、共通テストベッドの設立、研究者交流の促進、および産業界からの共同出資イニ
シアティブの奨励を目的としています。両国をアジアにおける潜在的な量子ブロック

として位置づけ、世界的な量子技術競争における戦略的な優位性を確立することを目
指します。

公開日 2026年06月05日  The Quantum Insider  シンガポール



詳細

主要成果

日本とシンガポールは、量子技術分野における協力関係を強化するため、量子通信、量
子コンピューティング、および人材育成に焦点を当てた協力覚書（MOC）を締結しま
した。この協定は、両国がアジアにおける強力な「量子ブロック」を形成し、世界の量
子技術競争における戦略的優位性を確立することを目的としています。

技術・臨床詳細

MOCの主要な柱は以下の通りです。

共同研究開発（R&D）プロジェクトの推進: 量子通信、量子コンピューティング、量
子センサーなどの分野で、両国の研究機関や企業が協力して最先端の技術開発に取り
組みます。

共通テストベッドの設立: 量子技術の実証と評価のための共有インフラストラクチャ
を構築し、実用化に向けた試験を加速させます。

研究者交流プログラム: 若手研究者や専門家の交流を促進し、知識と技術の共有を通
じて人材育成を強化します。

産業界からの共同出資イニシアティブの奨励: 両国の企業が量子技術の研究開発およ
び商業化に共同で投資することを奨励し、イノベーションエコシステムを活性化しま
す。

この協定は、特にセキュアな通信と高パフォーマンスコンピューティングへの量子技術
の応用を重視しており、金融、防衛、重要インフラなどの分野での実用化を目指しま
す。

背景・業界文脈

量子技術は、国家安全保障、経済成長、科学的進歩に革命をもたらす可能性を秘めた次
世代の基幹技術として、世界各国で戦略的な投資対象となっています。米国、欧州、中
国などが巨額の資金を投じてこの分野の覇権を争う中、アジア地域における強力な連携
は不可欠です。日本とシンガポールは、それぞれが持つ強力な研究基盤と技術力を結集
することで、この競争において独自の強みを発揮しようとしています。特にシンガポー
ルは、国家量子戦略を通じて国際的なハブとしての役割を目指しており、日本の量子技
術イニシアチブとの連携は、その目標達成に大きく寄与するものです。



今後の展望

この日星協力協定は、アジア地域における量子技術開発の新たな局面を開くものです。
共同R&Dプロジェクトから生まれる技術的ブレークスルーは、両国の経済成長を牽引す
るだけでなく、グローバルな量子技術の進展にも貢献するでしょう。特に、量子安全な
通信ネットワークの構築や、分散型量子コンピューティングインフラの発展は、将来の
デジタル社会のセキュリティと計算能力を大きく向上させる可能性があります。両国
は、この連携を通じて、量子技術の人材パイプラインを強化し、アジアが世界の量子エ
コシステムにおいて主導的な役割を果たすための基盤を固めることを目指します。投資
家にとっては、この地域の量子技術への投資機会が拡大することを示すシグナルとなり
ます。

元記事: https://quantumintelligencenetwork.com/article/japan-and-singapore-sign-quantum-

cooperation-pact-focusing-on-secure-communications-and-computing

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumintelligencenetwork.com/article/japan-and-singapore-sign-quantum-cooperation-pact-focusing-on-secure-communications-and-computing
https://quantumintelligencenetwork.com/article/japan-and-singapore-sign-quantum-cooperation-pact-focusing-on-secure-communications-and-computing


BCGレポート: CEOは量子コンピューティングの価値創造
を主導すべき、2030年までに50億ドルの市場規模と予測

概要

本記事はBCGが発行した市場調査レポートの概要紹介です。このレポートは、量子コ
ンピューティングの商業的採用が加速しており、2030年までに25億ドルから50億ドル
（約3,600億〜7,200億円）の潜在市場規模を予測しています。企業がアルゴリズムと

ソフトウェア開発への支出を増やしていることは、より複雑なアプリケーションスケ
ールのユースケースへの移行を示唆しています。レポートは、持続的な価値を解き放
つために、企業と量子技術プロバイダー間の構造的な協力の必要性を強調していま

す。

公開日 2026年06月04日  BCG  アメリカ



詳細

本記事はBCG（ボストン・コンサルティング・グループ）が発行した市場調査レポート
の概要紹介です。

レポート概要

発行会社: BCG (ボストン・コンサルティング・グループ)

レポート名: CEOは量子が価値を生み出す方法を形成する必要がある (CEOs Need to

Shape Where Quantum Creates Value)

調査対象市場: グローバル量子コンピューティング市場

調査期間: 現在の市場動向と2030年までの予測

対象読者: 企業経営層、戦略担当者、投資家

主要な調査結果

量子コンピューティングの商業的採用が加速しており、初期のユースケースからより
複雑なアプリケーションへと移行している。

2030年までに、量子コンピューティングの潜在市場規模は25億ドルから50億ドルに
達する可能性があると予測されている。

企業は、アルゴリズム開発およびソフトウェア開発への投資を大幅に増加させてお
り、これは技術の成熟と実用化への期待の高まりを反映している。

成功裏に価値を創造するためには、企業と量子技術プロバイダーとの間の構造的な協
力関係が不可欠である。

量子コンピューティングの価値は、単なる計算能力の向上だけでなく、創薬、材料科
学、金融、物流、AIなどの分野における新たなビジネスモデルや競争優位性の源泉と
なる。



発行会社について

BCG（ボストン・コンサルティング・グループ）は、世界的に有名な戦略コンサルティ
ングファームであり、フォーチュン500企業やその他の大手組織に対し、戦略、組織、
技術、オペレーションに関する深い専門知識と洞察を提供しています。BCGは、クライ
アントが複雑な課題を解決し、持続的な競争優位性を構築できるよう支援することで知
られています。

元記事: https://www.bcg.com/publications/2026/ceos-need-to-shape-where-quantum-creates-value

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bcg.com/publications/2026/ceos-need-to-shape-where-quantum-creates-value


ICAEWレポート: 量子技術の商用化が進展も、大規模展開
には依然として課題が残る

概要

本記事はICAEW.comが発行した市場調査レポートの概要紹介です。このレポート「グ
ローバル量子技術産業プロファイル」は、量子技術、特にクラウドベースの量子コン
ピューティングにおいて商業化が勢いを増していることを示しています。製薬、化

学、金融などの分野で採用が進む一方、量子はまだ成熟した商業産業ではなく、大規
模な商業化には依然として障壁があることを強調しています。

公開日 2026年06月04日  ICAEW.com  イギリス



詳細

本記事はICAEW.comが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

発行会社: ICAEW.com

レポート名: 量子技術：グローバル産業プロファイル (Quantum technologies: global

industry profile)

調査対象市場: グローバル量子技術産業（量子コンピューティング、量子通信、量子
センシングなど）

調査期間: 現在の市場動向と将来の展望

対象読者: ビジネスリーダー、投資家、技術専門家

主要な調査結果

量子技術、特に量子コンピューティングにおける商業化は勢いを増している。

製薬、化学、金融といった多様な分野で、クラウドベースの量子コンピューティング
ソリューションの採用が進んでいる。

量子鍵配送（QKD）などの量子通信技術も、セキュリティニーズの高まりを受けて
商業的機会を創出している。

量子技術は大きな進展を遂げているものの、まだ成熟した商業産業とは言えない段階
にある。

大規模な商業化と広範な実用化には、スケーラビリティ、信頼性、コスト、人材、そ
して技術的成熟度といった複数の障壁が依然として存在している。

発行会社について

ICAEW（Institute of Chartered Accountants in England and Wales）は、世界有数のプロ
フェッショナルな会計士団体です。公共の利益のために、ビジネス、金融、経済分野に
おける信頼とリーダーシップを提供しています。ICAEW.comは、会計、ビジネス、技
術、経済に関する専門的な分析やレポートを提供し、意思決定者にとって信頼できる情
報源となっています。



元記事: https://www.icaew.com/library/industry-profiles/quantum-technologies

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.icaew.com/library/industry-profiles/quantum-technologies


新人工原子「フラクソニウム量子ビット」に基づく新型高
性能量子プロセッサアーキテクチャの青写真が公開：高忠
実度でスケーラブルな次世代量子コンピューター構築へ道

概要

研究者たちは、フラクソニウム量子ビットという「人工原子」に基づく新しい高性能

量子プロセッサアーキテクチャの青写真を開発しました。フラクソニウム量子ビット
は、その高い制御性により、多くの種類の量子ビットを上回る性能を持ち、高忠実度
でスケーラブルな次世代量子コンピューターの構築に不可欠です。この研究は、量子

コンピューティングのハードウェア基盤における重要な能力を示しています。

公開日 2026年06月04日  Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省は、量子コンピューティングの未来を形作る画期的な進歩として、フ
ラクソニウム量子ビットと名付けられた「人工原子」を基盤とする新しい高性能量子プ
ロセッサアーキテクチャの青写真が開発されたことを発表しました。この設計は、高忠
実度とスケーラビリティを両立させ、次世代量子コンピューターの構築に向けた重要な
道筋を示しています。

技術・臨床詳細

フラクソニウム量子ビットは、超伝導回路を用いて作られた人工的な原子であり、その
最大の特徴はその並外れた制御性にあります。この特性により、フラクソニウム量子ビ
ットは、他の多くの超伝導量子ビットやイオントラップ量子ビットと比較して、より長
いコヒーレンス時間と低いエラー率を実現する可能性を秘めています。研究チームが開
発したアーキテクチャは、これらのフラクソニウム量子ビットを効果的に集積し、互い
に相互作用させるための設計原理を提示しています。これには、量子ビット間の結合強
度を精密に調整するメカニズムや、複雑な量子回路を効率的に実行するための制御レイ
アウトが含まれます。この青写真は、高忠実度な量子ゲート操作を大規模に実行するた
めの具体的なアプローチを示しており、フォールトトレラント量子コンピューティング
の実現に向けたハードウェア基盤を強化するものです。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの進化は、量子ビットの性能（コヒーレンス時間、忠実度）と
スケーラビリティによって大きく左右されます。これまでのところ、超伝導量子ビット
（例: IBMのトランスモン）やイオントラップ量子ビット（例: IonQのイオントラップ）
が主要なモダリティとして開発されてきましたが、それぞれにスケーリングやエラー訂
正における課題を抱えています。フラクソニウム量子ビットは、これらの課題を克服す
る新たな有望な候補として浮上しており、その開発は量子ハードウェアの多様性を高
め、長期的な進歩を促進します。米国エネルギー省によるこの研究は、量子技術におけ
る米国のリーダーシップを維持し、将来のイノベーションの基盤を築くための国家戦略
の一環と位置づけられます。



今後の展望

このフラクソニウム量子ビットに基づくプロセッサアーキテクチャの青写真は、次世代
量子コンピューターの設計と構築に大きな影響を与えるでしょう。研究者たちは今後、
この青写真を実際のハードウェアで実現するための具体的なプロトタイプ開発と実験を
進めることになります。成功すれば、この技術は、創薬、材料科学、金融モデリング、
人工知能など、幅広い分野でこれまで不可能だった計算問題の解決を可能にする、より
強力で信頼性の高い量子コンピューターの基盤となる可能性があります。高忠実度とス
ケーラビリティの結合は、量子コンピューティングが研究室の段階から実用的な商業ア
プリケーションへと移行するための重要なステップです。

元記事: https://www.energy.gov/science/ascr/articles/artificial-atoms-power-novel-quantum-processor-

architecture

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/science/ascr/articles/artificial-atoms-power-novel-quantum-processor-architecture
https://www.energy.gov/science/ascr/articles/artificial-atoms-power-novel-quantum-processor-architecture


IBM Research、LLMが量子エラー訂正コード発見を効率
化する進化的ワークフローを発表：古典AIと量子コンピュ
ーティングの融合が加速

概要

IBMの研究者たちは、大規模言語モデル（LLM）によって導かれる進化的ワークフロー

が、量子エラー訂正コードを効率的に発見できることをarXivで発表しました。このワ
ークフローは、数千ものコードバリエーションを探索し、有望な候補を推進し、その
特性を分析できることを示しています。これは、量子コンピューティングと古典AIの

間の相互作用が拡大している一例であり、それぞれが互いに情報を提供し、加速し始
めています。

公開日 2026年06月11日  IBM Research  アメリカ



詳細

主要成果

IBMの研究者チームは、大規模言語モデル（LLM）が量子エラー訂正コードを効率的に
発見できることを示す画期的な研究成果をarXivで発表しました。彼らが開発した進化的
ワークフローは、数千もの潜在的なコードバリエーションを体系的に探索し、有望な候
補を特定し、その特性を詳細に分析する能力を持っています。この成果は、古典的な人
工知能と量子コンピューティングが互いに補完し、その進化を加速させる新たな道筋を
開くものです。

技術・臨床詳細

この進化的ワークフローは、LLMが量子エラー訂正コードの設計空間を探索するための
「ガイド」として機能することに基づいています。具体的には、LLMは既存の量子エラ
ー訂正コードの知識や量子情報理論の原則を基に、新しいコードの構造やパラメータを
提案します。次に、これらの提案されたコードは、古典的なシミュレーターや、将来的
には実際の量子ハードウェア上でその性能が評価されます。評価結果はLLMにフィード
バックされ、さらなる改良のための学習データとして利用されます。この反復的な最適
化プロセスにより、LLMは従来の人間主導のアプローチでは到達困難だった、より効率
的でロバストな量子エラー訂正コードを発見する可能性を秘めています。研究では、特
定の性能基準を満たすコードを、はるかに短い時間で特定できることが示されました。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの実用化に向けた最大の課題の一つは、量子ビットが環境ノイ
ズに対して非常に敏感であるため、エラーが頻繁に発生することです。このエラーを効
果的に訂正する「量子エラー訂正」は、大規模で信頼性の高い量子コンピューター（フ
ォールトトレラント量子コンピューター）を構築するための鍵となります。量子エラー
訂正コードの設計は、非常に複雑で計算負荷の高い問題であり、これまでは専門家によ
る直感と試行錯誤に大きく依存していました。今回のIBMの研究は、古典AI、特にLLM

がこの複雑な設計空間を効率的に探索できることを示し、量子エラー訂正技術の発展を
大幅に加速させる可能性を秘めています。これは、AIが科学的発見を加速する新たなパ
ラダイムの一部であり、AIと量子科学の間の協調が深まっていることを示しています。



今後の展望

LLMが量子エラー訂正コードの発見を支援するこの新しいアプローチは、フォールトト
レラント量子コンピューティングの実現に向けた重要なステップとなります。より効率
的で強力なエラー訂正コードの発見は、必要な物理量子ビットの数を減らし、量子コン
ピューターの構築コストと複雑さを軽減することにつながります。IBMは、このワーク
フローをさらに改良し、より複雑な量子システムや異なる量子ビットモダリティに対応
できるように拡張することを目指しています。将来的には、AIが量子アルゴリズム、量
子ハードウェア設計、量子材料科学など、量子コンピューティングの他の側面でも中心
的な役割を果たすようになり、量子技術全体の進歩を加速させることが期待されます。
これは、古典AIと量子コンピューティングが融合した新たな研究・開発時代の幕開けを
告げるものです。

元記事: https://research.ibm.com/blog/ai-for-qec

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://research.ibm.com/blog/ai-for-qec


NumanaとOpen Compute Project (OCP) が量子コンピュ
ーティングとAIデータセンターの統合で協業：Kirqテスト
ベッド開設で量子安全イノベーションを検証

概要

NumanaとOpen Compute Project (OCP) は、量子技術とAIデータセンターの統合を進

めるためのコラボレーションを確立しました。この提携は、量子技術とデータセンタ
ープロバイダーコミュニティが連携し、量子セーフネットワークと技術の実装を加速
させることの必要性を強調しています。カナダ・ケベック州にはKirq量子通信テスト

ベッドがOCPエクスペリエンスセンターとして開設され、現実世界の条件で量子安全
なイノベーションをテストし、量子耐性インフラのためのネットワークアーキテクチ
ャを検証します。

公開日 2026年06月11日  Open Compute Project Foundation  アメリカ



詳細

主要成果

NumanaとOpen Compute Project (OCP) Foundationは、量子技術が現在のAIデータセン
ターインフラストラクチャにどのように統合され、その能力を拡張できるかを探るため
の戦略的協業を開始しました。この提携の重要な成果として、カナダ・ケベック州に
「Kirq量子通信テストベッド」がOCPエクスペリエンスセンターとして開設されまし
た。このテストベッドは、量子安全なイノベーションを現実世界に近い条件下でテスト
し、将来の量子耐性インフラのためのネットワークアーキテクチャを検証するための中
心的な役割を担います。

技術・臨床詳細

Kirq量子通信テストベッドは、ケベックシティ、シェルブルック、モントリオールの複
数のノードで構成され、広範な地理的範囲にわたる量子通信インフラストラクチャをシ
ミュレートします。このテストベッドでは、量子鍵配送（QKD）システム、耐量子暗号
（PQC）アルゴリズム、および分散型量子コンピューティングに必要なネットワークプ
ロトコルなど、様々な量子技術が評価されます。OCPのFuture Technologies Initiative

(FTI) の一環として、この協力は、量子セーフネットワークと技術の実装を加速させるこ
とを目的とし、データセンタープロバイダーコミュニティが量子技術と連携し、新たな
標準やベストプラクティスを策定することを奨励します。特に、AIワークロードと量子
コンピューティングリソース間のシームレスな統合を目指し、ハイブリッドコンピュー
ティング環境の効率性とセキュリティを最大化します。

背景・業界文脈

AIの急速な発展に伴い、データセンターの計算能力とデータ処理のセキュリティはます
ます重要になっています。しかし、将来の量子コンピューターは、既存の公開鍵暗号シ
ステムを破る可能性があり、現在のデジタルインフラに深刻な脅威をもたらします。こ
のような背景から、量子安全な通信とコンピューティングインフラストラクチャへの移
行は喫緊の課題となっています。OCPは、オープンソースのハードウェア設計とインフ
ラ標準を推進する業界団体であり、そのエコシステムに量子技術を統合することは、広
範な採用と標準化を加速させる上で非常に重要です。Numanaとの提携は、量子技術の
ベンダーと大規模なデータセンター運用者が協力し、次世代のセキュアで高性能なコン
ピューティング環境を共同で構築するという、業界全体のトレンドを反映しています。



今後の展望

NumanaとOCPの協力は、量子技術がデータセンターおよびクラウドインフラストラク
チャに統合される方法に大きな影響を与えるでしょう。Kirqテストベッドでの検証結果
は、量子安全なネットワークプロトコルの標準化と、ハイブリッド量子古典コンピュー
ティングシステムの設計ガイドラインを形成する上で貴重な情報を提供します。将来的
には、このコラボレーションを通じて、量子技術がAIデータセンターの性能向上とセキ
ュリティ強化に不可欠な要素となり、金融、医療、政府機関など、機密性の高いデータ
を扱う多くの産業分野に利益をもたらすことが期待されます。これは、量子インターネ
ットの実現と、デジタルインフラの量子レジリエンス（耐性）を構築するための重要な
一歩です。

元記事: https://www.opencompute.org/blog/numana-and-open-compute-project-establish-quantum-

collaboration

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.opencompute.org/blog/numana-and-open-compute-project-establish-quantum-collaboration
https://www.opencompute.org/blog/numana-and-open-compute-project-establish-quantum-collaboration


Atom Computing、中性原子量子コンピューターで複数ラ
ウンドエラー訂正を実証：「サブスレッショルド」動作で
論理エラー率の低下を確認

概要

Atom Computingは、中性原子量子コンピューターで業界初の完全かつ持続的な複数ラ

ウンドの量子エラー訂正を実証しました。同社は、キュービットのグループ化を増や
してもエラー率が増加せず、大規模なグループ化でより低いエラー率を示す「サブス
レッショルド」動作を実現しました。これは、論理エラー率がシステムのサイズと冗

長性を増やすことで低下することを示し、フォールトトレラント量子コンピューティ
ングに向けた大きな進展となります。この成果は、中性原子技術を超伝導システムと
強力な競合相手として位置づけています。

公開日 2026年06月10日  Quantum Zeitgeist  アメリカ



詳細

主要成果

Atom Computingは、中性原子量子コンピューターにおいて、業界初となる完全かつ持
続的な複数ラウンドの量子エラー訂正（QEC）を実証しました。この画期的な成果は、
システムのサイズと冗長性を増やすことで論理エラー率が実際に低下する「サブスレッ
ショルド」動作を実証した点で特に重要であり、フォールトトレラント量子コンピュー
ティング（FTQC）実現に向けた大きな一歩となります。

技術・臨床詳細

今回のデモンストレーションは、Atom Computingのニュートラルアトムシステム上
で、トロイダルコードと呼ばれるエラー訂正コードを使用して行われました。研究チー
ムは、キュービットのグループ化を16から32に増やしてもエラー率が増加しないだけで
なく、大規模なグループ化でより低いエラー率を示すことを確認しました。これは、量
子エラー訂正の理論的基盤である「エラー閾値」を下回る動作を実証したことを意味し
ます。Atom Computingのシステムは、反復的なエラー訂正、途中回路測定、量子ビッ
トの交換、連続的な補充、任意接続性、持続的な論理メモリなど、複数の基本的な機能
を単一の連続動作アーキテクチャに統合しています。特に、連続的なキュービット補充
能力は、エラー発生時に不良キュービットを健全なキュービットに置き換えることを可
能にし、システムのロバスト性を大幅に向上させます。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの実用化を阻む最大の課題の一つは、量子ビットのデコヒーレ
ンスと高いエラー率です。QECは、このエラー問題を克服し、信頼性の高い量子計算を
可能にするための鍵となります。フォールトトレランスを実現するためには、物理量子
ビットの数が大幅に増加しても、論理量子ビットのエラー率が低下し続けることが不可
欠です。これまで、Googleが超伝導量子ビットでサブスレッショルド動作を報告してい
ましたが、Atom Computingの今回の成果は、中性原子プラットフォームでもこの重要
なマイルストーンが達成されたことを示し、中性原子技術を超伝導システムと並ぶ強力
な競合相手として位置づけます。これは、業界の焦点が単なる物理キュービット数か
ら、信頼性とスケーラビリティを兼ね備えた「有用な」量子コンピューターへと移行し
ていることを反映しています。



今後の展望

Atom Computingの複数ラウンドQECの実証は、フォールトトレラント量子コンピュー
ターの商業化に向けたロードマップを加速させるでしょう。同社はMicrosoftと協力して
おり、2026年後半までに50論理キュービットのマシンを開発するロードマップを持って
います。この技術は、創薬、材料科学、金融モデリングなど、エラー耐性が不可欠な複
雑な問題への量子コンピューティングの応用を大きく前進させます。中性原子プラット
フォームは、その高い接続性と比較的容易なスケーリング能力により、今後の量子ハー
ドウェア競争において重要な役割を果たすと期待されています。今回のブレークスルー
は、量子コンピューティングが研究室から産業応用へと移行するための決定的な一歩と
なるでしょう。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/neutral-atom-quantum-computer-repeatable/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/neutral-atom-quantum-computer-repeatable/


Pasqalがイタリア初の中性原子量子コンピューター
「SOL」を開設：欧州で3番目のシステムがEuroHPC JUと
のハイブリッドHPC統合を実現

概要

Pasqalは、イタリア初のHPC-量子統合システムである中性原子量子コンピューター

「SOL」を、エミリア・ロマーニャ州のDAMAテクノポールに開設しました。これは
Pasqalにとって欧州で3番目のシステムであり、140量子ビットのOrion QPUを搭載し
ています。EuroHPC JUとイタリアの大学・研究省によって共同出資されたこのシステ

ムは、CINECAによって運用され、ハイブリッドアーキテクチャに統合されることで、
ユーザーは専門的なワークロードをQPUにシームレスにオフロードできるようになり
ます。

公開日 2026年06月11日  Pasqal  フランス



詳細

主要成果

フランスの量子コンピューティング企業Pasqalは、イタリア初となる中性原子量子コン
ピューター「SOL」を、エミリア・ロマーニャ州にあるDAMAテクノポール内に開設し
たと発表しました。この「SOL」システムは、Pasqalにとって欧州で3番目の展開とな
り、140量子ビットを搭載するOrion量子処理ユニット（QPU）を特徴としています。こ
れは、ハイブリッドHPC（高性能計算）と量子コンピューティングの統合に向けた欧州
の取り組みにおける重要なマイルストーンとなります。

技術・臨床詳細

「SOL」システムに搭載されているOrion QPUは、レーザー冷却された中性原子を操作
して量子ビットを形成し、相互作用させる中性原子方式を採用しています。このモダリ
ティは、高い接続性と比較的容易なスケーラビリティの可能性を提供することで知られ
ています。140量子ビットという規模は、今日の量子コンピューターとしては大規模な
ものに属し、NISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）時代における複雑な最適化問
題やシミュレーション問題への応用が期待されます。このシステムは、EuroHPC JU（欧
州ハイパフォーマンスコンピューティング共同事業）とイタリアの大学・研究省からの
共同出資を受け、イタリアの主要なスーパーコンピューティングセンターである
CINECAによって運用されます。CINECAの既存のHPCインフラストラクチャとのハイブ
リッド統合により、ユーザーは、量子コンピューターが特に得意とする特定の計算ワー
クロードを、従来のHPCシステムから「SOL」のQPUにシームレスにオフロードできる
ようになります。

背景・業界文脈

欧州は、米国や中国と並び、量子技術開発における主要なプレーヤーの一角を占めるこ
とを目指しています。EuroHPC JUは、欧州における高性能コンピューティングインフラ
ストラクチャの統合と強化を推進しており、量子コンピューティングはその重要な要素
と見なされています。イタリアにおける「SOL」システムの開設は、欧州が自律的な量
子技術エコシステムを構築し、産業界や学術界からのアクセスを促進するための具体的
なステップです。中性原子方式は、高い量子ビット数と良好なコヒーレンス時間から、
将来のフォールトトレラント量子コンピューターの有望な候補の一つとされており、
Pasqalはこの分野のリーディングカンパニーです。今回の展開は、欧州の量子産業化を
加速し、計算能力の新たなフロンティアを開拓するものです。



今後の展望

Pasqalの「SOL」システムの開設は、イタリアおよび欧州全体の科学研究と産業イノベ
ーションに大きな影響を与えるでしょう。CINECAとのハイブリッドHPC統合により、
研究者や企業は、より多様な計算課題に対して量子コンピューティングの可能性を探る
ことができます。具体的には、新素材の設計、創薬、金融モデリング、人工知能の最適
化など、幅広い分野での応用が期待されます。今後、Pasqalはさらに多くの量子システ
ムを欧州各地に展開し、量子コンピューティングの普及と利用を促進するでしょう。こ
の動きは、量子コンピューティングが研究室の段階から、実用的なツールとして社会に
貢献する段階へと移行していることを明確に示すものです。

元記事: https://www.pasqal.com/newsroom/pasqal-inaugurates-italys-first-neutral-atom-quantum-

computer-third-pasqal-system-in-europe/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pasqal.com/newsroom/pasqal-inaugurates-italys-first-neutral-atom-quantum-computer-third-pasqal-system-in-europe/
https://www.pasqal.com/newsroom/pasqal-inaugurates-italys-first-neutral-atom-quantum-computer-third-pasqal-system-in-europe/


富士通と第一生命、保険分野の資産運用に量子技術を適用
する共同研究を開始：ポートフォリオ最適化で革新を目指
す

概要

富士通と第一生命グループは、2026年4月から2027年3月までの期間で、保険分野にお

ける資産運用への量子技術適用に関する共同研究を開始しました。このプロジェクト
は、第一生命保険の現実的な資産運用課題に対し、富士通の量子コンピュータシミュ
レータと量子アルゴリズムを活用し、多様な制約下での投資ポートフォリオ最適化技

術の開発と検証を目指します。これは、本格的な耐障害性システムが利用可能になる
前に、日本の企業が金融およびその他の産業アプリケーションで量子コンピューティ
ングを試す継続的な努力を反映しています。

公開日 2026年06月04日  IBTimes JP  日本



詳細

主要成果

富士通と第一生命グループは、日本の保険業界における資産運用業務に量子技術を適用
するための共同研究を、2026年4月から2027年3月までの1年間実施すると発表しまし
た。このプロジェクトは、特に多様な制約下での投資ポートフォリオ最適化に焦点を当
て、量子コンピューティングが金融分野で実用的な価値を提供できる可能性を探るもの
です。

技術・臨床詳細

共同研究では、第一生命保険が抱える現実的な資産運用課題（例えば、複数のアセット
クラスにわたる資産配分の最適化、リスク調整後のリターン最大化、規制要件の遵守な
ど）を、富士通の先進的な量子コンピュータシミュレータと開発中の量子アルゴリズム
を用いて解決することを目指します。富士通の量子コンピュータシミュレータは、実際
の量子ハードウェアがまだ大規模な金融計算に耐えうる性能を持たない現段階におい
て、量子アルゴリズムの性能評価と検証を行うための重要なツールとなります。研究チ
ームは、組合せ最適化問題に強みを持つ量子アニーリングなどのアルゴリズムを活用
し、複雑な金融市場データと多数の制約条件を考慮に入れたポートフォリオの効率的な
発見と評価を行うことを計画しています。最終的には、学術論文としての知見の普及も
視野に入れています。

背景・業界文脈

金融業界、特に保険分野における資産運用は、膨大な数の変数を考慮し、多岐にわたる
制約（流動性、リスク許容度、規制など）を同時に満たす必要がある、非常に複雑な最
適化問題の宝庫です。従来の古典的コンピューターや最適化アルゴリズムでは、計算時
間の制約から、最適な解に到達することが難しい、あるいは不可能である場合が多くあ
ります。量子コンピューティングは、これらの複雑な最適化問題を従来の技術よりも高
速かつ効率的に解決できる可能性を秘めていると期待されています。今回の共同研究
は、本格的な耐障害性量子コンピューターが実用化される前に、日本の金融機関がこの
新興技術の潜在能力を探索し、将来の競争優位性を確立するための先行投資と位置づけ
られます。



今後の展望

富士通と第一生命グループによるこの共同研究は、日本の金融業界における量子技術適
用のパイオニア事例となるでしょう。成功すれば、この技術は、より精密で効率的な資
産運用戦略を可能にし、保険会社の収益性向上とリスク管理能力強化に貢献します。ま
た、この研究で得られた知見は、他の金融機関や産業分野への量子技術の応用を促進す
るモデルケースとなる可能性を秘めています。今後、量子コンピューティングは、金融
ポートフォリオ最適化、リスク評価、不正検知、顧客行動モデリングなど、幅広い金融
サービスにおいて不可欠なツールとなることが予想され、今回の協業はその未来を築く
重要な一歩です。

元記事: https://jp.ibtimes.com/fujitsu-dai-ichi-life-launch-quantum-asset-management-research-101435

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://jp.ibtimes.com/fujitsu-dai-ichi-life-launch-quantum-asset-management-research-101435


Microsoft、Majorana 2チップ発表で20秒のコヒーレンス
と1,000倍の信頼性を達成：2029年商用量子コンピュータ
ー実現目標を加速

概要

Microsoftは、トポロジカル量子ビットで構築された新しい「Majorana 2」量子プロセ

ッサを発表し、平均20秒のコヒーレンス時間を達成し、前世代チップよりも1,000倍信
頼性が高いと主張しています。同社はこれにより、スケーラブルな量子コンピュータ
ーの商用提供目標を2029年に加速させました。このチップは、アルミニウムの代わり

に鉛ベースの超伝導体を使用しており、MicrosoftのAIプラットフォーム「Discovery」
も開発に貢献しましたが、その主張についてはさらなるピアレビューと独立した再現
性が求められています。

公開日 2026年06月04日  Live Science  アメリカ



詳細

主要成果

Microsoftは、量子コンピューティング分野における大きな飛躍として、トポロジカル量
子ビットに基づく新しい「Majorana 2」量子プロセッサを発表しました。同社は、この
チップが前世代よりも1,000倍信頼性が高く、量子ビットのコヒーレンス時間（量子状
態を維持できる時間）が平均20秒に達すると主張しています。この進歩により、
Microsoftはスケーラブルな量子コンピューターの商用提供目標を2029年に前倒ししま
した。

技術・臨床詳細

「Majorana 2」チップは、量子コンピューティングにおけるエラーを大幅に低減するこ
とを目的とした、トポロジカル量子ビットという特殊なタイプの量子ビットを利用して
います。今回の設計では、以前のチップで用いられていたアルミニウムベースの超伝導
体に代わり、鉛ベースの超伝導体を採用することで、コヒーレンス時間の劇的な延長と
信頼性の向上が達成されました。20秒というコヒーレンス時間は、従来のミリ秒単位の
量子ビットと比較して大幅な改善であり、より複雑な量子計算の実行を可能にします。
MicrosoftのAIプラットフォーム「Discovery」もこのチップの開発に貢献したとされて
おり、AIが量子ハードウェア設計を加速する可能性を示唆しています。しかし、これら
の主張については、さらなるピアレビューと独立した再現性を求める科学者もおり、そ
の検証が今後の注目点となります。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの商用化に向けた最大の課題は、量子ビットの不安定性と高エ
ラー率です。トポロジカル量子ビットは、量子情報を空間的な構造にエンコードするこ
とで、外部ノイズに対する耐性（エラー訂正能力）を高めることを目指す有望なアプロ
ーチです。Microsoftは長年にわたり、このトポロジカル量子ビット、特にマヨラナフェ
ルミオンと呼ばれる準粒子を用いた技術に注力してきました。今回の「Majorana 2」の
発表は、この分野における同社の研究が大きく前進したことを示しており、Googleや
IBMが超伝導量子ビットやイオントラップ量子ビットで進める量子コンピューター開発
競争において、Microsoftの異なるアプローチの存在感を高めるものです。この発表は、
CloudflareやGoogleが量子攻撃による暗号化への脅威について警告した時期と重なり、
耐量子暗号（PQC）への移行の緊急性も浮き彫りにしています。



今後の展望

Microsoftが2029年までにスケーラブルな商用量子コンピューターの提供を目指すとい
う発表は、業界全体のタイムラインに大きな影響を与える可能性があります。コヒーレ
ンス時間の延長は、より長いアルゴリズムを実行し、より複雑な問題を解決するための
基盤となります。ただし、数百万の量子ビットへのスケーリングと堅牢なフォールトト
レランスの達成は、依然として大きな課題です。もしMajorana 2チップの性能が独立し
た検証によって確認されれば、量子コンピューティングの発展における重要なマイルス
トーンとなるでしょう。これは、創薬、材料科学、金融、AIなどの分野で、これまで不
可能だった計算能力を解き放つ可能性を秘めています。業界は、この技術が次世代の計
算能力をどのように変革するか、そしてその主張がどこまで現実のものとなるか、注目
しています。

元記事: https://www.livescience.com/technology/quantum/microsofts-new-quantum-chip-is-1-000-

times-more-reliable-than-its-predecessor-but-why-is-this-new-chip-so-controversial

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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IBM、量子コンピューティングに100億ドル超を投資：
2029年までに耐障害性「Quantum Starling」と米国初の
量子ファウンドリ「Anderon」構築へ

概要

IBMは、今後5年間で100億ドル以上を量子コンピューティングに投資し、2029年まで

に大規模な耐障害性量子コンピューター「IBM Quantum Starling」を開発する計画を
発表しました。この投資は、研究開発、製造規模の拡大、エコシステムパートナーシ
ップ、そして米国商務省のCHIPS法支援を受けた独立量子ウェハファウンドリ

「Anderon」の開発をカバーします。これは、有用な量子優位性の事例と製造および
誤り訂正技術に焦点を当てたIBMの長期的な量子ロードマップを強化するものです。

公開日 2026年06月09日  Futurum Research  アメリカ



詳細

主要成果

IBMは、量子コンピューティング分野におけるリーダーシップを強化するため、今後5

年間で100億ドル（約1.45兆円）以上を投資する計画を発表しました。この大規模な投
資は、2029年までに「IBM Quantum Starling」と呼ばれる大規模な耐障害性量子コンピ
ューターを実現することを目指し、米国内に初の専用量子チップファウンドリ
「Anderon」を設立することを含みます。

資金提供と技術詳細

100億ドルを超える投資は、以下の主要分野に充当されます。

研究開発（R&D）: 量子ビット技術、量子アルゴリズム、ソフトウェアスタックの継
続的なイノベーション。

製造規模の拡大: 量子プロセッサの生産能力を大幅に拡大し、より多くの量子ビット
と高忠実度を実現。

エコシステムパートナーシップ: 学術機関、スタートアップ、企業との協力関係を強
化し、量子技術の応用範囲を広げる。

Anderonファウンドリの開発: 米国商務省のCHIPS法支援を受け、米国初の独立した
量子ウェハファウンドリを設立。これは、量子ハードウェアの国内サプライチェーン
を確保し、製造面での独立性を高める戦略的資産となります。

IBM Quantum Starlingは、2029年までに200論理量子ビットを搭載するモジュール型プ
ロセッサとして構想されており、有用な回路深度（例えば2026年までに7,500個の2量子
ビットゲート）の明確な目標を設定しています。これは、フォールトトレラントコンピ
ューティングの実現に向けた、IBMの明確なモジュール型ロードマップの重要なマイル
ストーンです。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは、世界の技術競争において最も戦略的な分野の一つであり、
米国政府はCHIPS法を通じて国内の半導体および量子技術産業の強化を積極的に支援し
ています。IBMは、量子コンピューティングのパイオニアであり、これまでに多くの画
期的なプロセッサ（例：Osprey、Condor）を開発してきました。今回の100億ドルを超
える投資は、他社が個々の物理的評価項目で優れた成果を上げていても、フルスタック
の量子マシンを構築し、データセンターインフラのように統合する点において、IBMが
先行しているという認識に基づいています。これは、量子コンピューティングを戦略的
なチップ産業と位置づけ、今後10年末までに有用な量子優位性の事例を創出するという
IBMの長期的なビジョンと合致しています。

今後の展望

この巨額の投資は、IBMが量子コンピューティングの商業化と実用化において、明確な
リーダーシップを確立することを目指していることを示しています。Anderonファウン
ドリは、将来の量子チップ製造の基盤となり、米国の量子技術エコシステム全体に大き
な影響を与えるでしょう。2029年までにIBM Quantum Starlingが実現すれば、創薬、材
料科学、金融サービス、人工知能など、エラー耐性が不可欠な分野で、これまで不可能
だった計算問題を解決する新たな時代が到来します。IBMのロードマップは、ハードウ
ェア、ソフトウェア、エコシステム開発を統合し、量子コンピューティングが研究段階
から広範な産業応用へと移行するための重要な指針となるでしょう。

元記事: https://futurumgroup.com/insights/ibm-maps-a-10-billion-path-to-fault-tolerant-quantum-

computing/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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フランスのQuobly、1億1500万ユーロ（約1.3億ドル）の
シリーズA資金を調達：シリコンベース量子コンピュータ
ーの産業化を加速、2026年末までに商用製品投入へ

概要

フランスの量子コンピューティングスタートアップQuoblyは、シリーズAで1億1500万

ユーロ（約1億3372万ドル）を調達しました。この資金は、シリコンベースの量子プ
ロセッサの産業化を加速し、2026年末までに初の商用製品「Alloy Pioneer」をクラウ
ド経由で提供することを目指します。主要投資家にはBpifrance、SEALSQ、

STMicroelectronicsが含まれ、Air Liquideも参画しており、Quoblyの確立された半導体
製造プロセスを活用する戦略を裏付けています。

公開日 2026年06月07日  Startup Researcher  フランス



詳細

主要成果

フランスの量子コンピューティングスタートアップであるQuoblyは、シリーズAの資金
調達ラウンドで1億1500万ユーロ（約1億3372万ドル）を確保したと発表しました。こ
の大規模な資金調達は、同社が推進するシリコンベースの量子プロセッサの産業化を劇
的に加速させ、2026年末までに最初の商用製品「Alloy Pioneer」をクラウド経由で市場
に投入するという目標を支援します。

資金調達と技術詳細

このシリーズAラウンドは、フランスの投資銀行Bpifrance、セキュリティソリューショ
ン提供企業のSEALSQ、そして世界的な半導体メーカーであるSTMicroelectronicsが主導
しました。さらに、産業ガスおよびサービス大手のAir Liquideも企業ベンチャーキャピ
タル部門ALIADを通じてこのラウンドに参加しており、Quoblyの技術に対する広範な産
業界の信頼を示しています。Quoblyは、確立された半導体製造プロセスを活用してスケ
ーラブルな量子システムを構築するという戦略を採用しており、これにより製造コスト
と複雑さを低減できると期待されています。同社のシリコンベース量子コンピューター
は、既存の半導体ファウンドリとの互換性を持ち、大規模な量子ビット集積の実現を目
指しています。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その膨大な計算能力で創薬、材料科学、金融モデリングな
ど多岐にわたる分野に革命をもたらす可能性を秘めていますが、その実用化にはスケー
ラビリティと製造可能性が大きな課題として立ちはだかっています。シリコンベースの
量子ビットは、既存の半導体製造技術との互換性から、これらの課題を克服する有力な
候補とされています。今回のQuoblyへの大規模な投資は、欧州が量子技術分野における
リーダーシップを確立し、特にシリコンベースのプラットフォームの産業化を推進する
ための戦略的な動きと見なされます。SEALSQの参加は、量子安全なコンピューティン
グとセキュリティへの関心の高まりを反映しており、量子コンピューターが生成するデ
ータのセキュリティ確保にも焦点が当てられています。



今後の展望

Quoblyのこの資金調達は、量子コンピューティング業界全体、特にシリコンベースの量
子ビット技術の商業化に大きな弾みをつけるでしょう。2026年末までに商用製品がクラ
ウド経由で提供されれば、研究機関や企業は、より手軽に量子コンピューティングリソ
ースにアクセスし、特定の課題解決に活用できるようになります。これにより、量子ア
ルゴリズムの開発と応用が加速され、新たなビジネスチャンスが生まれる可能性があり
ます。Quoblyは、この資金を研究開発、エンジニアリング、産業生産能力の拡充に充
て、フォールトトレラント量子コンピューティングの実現に向けたロードマップを着実
に実行していくことを目指します。これは、欧州が量子技術の主権を確立し、世界の量
子エコシステムにおいて重要な役割を果たすための一歩となります。

元記事: https://www.startupresearcher.com/news/quobly-raises-115-million-series-a-for-silicon-based-

quantum-computers

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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イスラエルのQ-Factor、2400万ドルのシード資金を調
達：ニュートラルアトム技術で100万量子ビットの量子コ
ンピューター実現目指す

概要

イスラエルのニュートラルアトム量子コンピューティングスタートアップQ-Factor

は、NFXとTPY Capitalが主導する2,400万ドルのシード資金調達を発表しました。ワイ
ズマン科学研究所とテクニオンの物理学者によって設立された同社は、ニュートラル
アトム技術におけるスケーリングの障壁を克服し、最終的に100万キュービットの量子

コンピューターを実現することを目指しています。この資金は、技術開発と人材確保
に充当されます。

公開日 2026年06月04日  ynet Global  イスラエル



詳細

主要成果

イスラエル発のニュートラルアトム量子コンピューティングスタートアップ、Q-Factor

が、NFXとTPY Capitalが主導するシード資金調達ラウンドで2,400万ドル（約35億円）を
確保したと発表しました。この資金は、同社が抱く野心的な目標、すなわち100万量子
ビット規模の量子コンピューターを実現するためのニュートラルアトム技術におけるス
ケーリングの障壁克服に向けた研究開発を加速させるために活用されます。

資金調達と技術詳細

Q-Factorは、ワイズマン科学研究所とテクニオン（イスラエル工科大学）の著名な物理
学者によって設立されたスタートアップです。彼らの技術は、レーザー冷却された中性
原子を個々の量子ビットとして利用するニュートラルアトムプラットフォームに基づい
ています。ニュートラルアトム方式は、その高い量子ビットのコヒーレンス時間、優れ
た量子ビット間の相互作用、そして比較的容易なスケーリングの可能性から、将来の量
子コンピューティングの有力候補として注目されています。今回のシード資金は、同社
の研究チームを拡大し、ニュートラルアトム配列の制御精度を高め、より多数の量子ビ
ットを効率的に集積するためのハードウェアおよびソフトウェア開発に充当される予定
です。同社は、100万量子ビットという目標に向けて、量子ビット数の増加とエラー率
の低減を並行して進めていきます。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの実用化に向けた主要な課題は、量子ビットの「忠実度（正確
さ）」と「スケーラビリティ（拡張性）」です。ニュートラルアトム方式は、イオント
ラップや超伝導回路と比較して、比較的シンプルな物理系で高い量子ビット数を実現で
きる可能性を秘めています。例えば、Atom ComputingやPasqalといった企業が既に数
十から数百量子ビットの中性原子量子コンピューターを発表し、注目を集めています。
Q-Factorの2,400万ドルというシード資金調達は、このニュートラルアトム分野に対する
投資家の関心が高まっていることを示すものであり、同社が、この技術の持つスケーリ
ングの潜在能力を最大限に引き出すことで、既存の競合他社に挑戦しようとしているこ
とを示唆しています。



今後の展望

Q-Factorが調達した資金は、同社の100万量子ビットの量子コンピューターという野心
的なロードマップの実現に向けた重要な推進力となるでしょう。この技術が成功すれ
ば、創薬、材料科学、金融モデリング、人工知能など、極めて複雑な計算問題の解決に
革命をもたらす可能性があります。投資家や業界関係者にとって、Q-Factorの進捗は、
ニュートラルアトム量子コンピューティングが、いかにして大規模なフォールトトレラ
ントシステムへと進化していくかの試金石となるでしょう。同社は、研究開発を加速さ
せ、技術的なブレークスルーを達成することで、量子コンピューティングの未来を形作
る主要なプレーヤーの一つとなることを目指します。

元記事: https://www.ynetnews.com/tech-and-digital/article/bj3f0nwnbe

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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Quantinuum、Nasdaq IPOで16.8億ドルを調達し評価額
156億ドル超に：創業者Illyas Khanがビリオネアとなり量
子分野への投資家の信頼を証明

概要

Quantinuumは、米国ナスダックでの新規株式公開（IPO）で16.8億ドルを調達し、同

社の評価額は156億ドル以上に達しました。このIPOは量子スタートアップとしては過
去最大規模であり、創業者Illyas Khan氏がビリオネアとなったことが報じられていま
す。これは、量子コンピューティング分野への投資家の信頼が高まっていることを示

すとともに、量子技術が経済的に実現可能な領域へと移行している強力なシグナルと
なります。

公開日 2026年06月10日  Quantum Pirates  アメリカ



詳細

主要成果

量子コンピューティングのリーディングカンパニーであるQuantinuumは、米国ナスダ
ック証券取引所での新規株式公開（IPO）において、16.8億ドル（約2,400億円）という
巨額の資金調達に成功しました。このIPOにより、同社の市場評価額は156億ドル（約
2.2兆円）を超える水準に達したと報じられています。この成功は、量子スタートアッ
プ企業によるIPOとしては過去最大規模であり、創業者であるIllyas Khan氏がビリオネア
となったことも確認されました。

資金調達と業界への影響

QuantinuumのIPO成功は、量子コンピューティング分野への投資家の信頼が劇的に高ま
っていることを明確に示しています。調達された16.8億ドルは、同社の研究開発、量子
ハードウェア（イオントラップ型量子コンピューター）とソフトウェア（量子計算化学
プラットフォームInQuantoなど）のさらなる強化、そして市場拡大戦略に充てられると
予想されます。この大規模な資金注入は、量子技術が単なる実験段階から、具体的な商
業的価値を生み出す段階へと移行しつつあるという、業界全体の認識を裏付けるもので
す。特に、創業者であるIllyas Khan氏がビリオネアとなったことは、量子技術の商業化
が成功した個人に大きな富をもたらす可能性を示す象徴的な出来事と言えるでしょう。

背景・業界文脈

近年、量子コンピューティング分野は急速な技術革新と投資の増加を経験しています。
政府機関や大手テクノロジー企業からの多額の投資に加え、スタートアップ企業も独自
の技術開発と商業化を加速させています。Quantinuumは、Honeywell Quantum

SolutionsとCambridge Quantum Computingの合併によって誕生した企業であり、イオ
ントラップ型の量子ハードウェアと高度な量子ソフトウェアの両方で強力なポートフォ
リオを持っています。同社は、物理量子ビットを800倍上回る性能を持つ論理量子ビッ
トの実証や、量子化学分野での早期フォールトトレランスへの移行など、技術的マイル
ストーンを次々と達成してきました。今回のIPOは、これらの技術的進歩が投資家によ
って高く評価された結果と言えます。



今後の展望

Quantinuumの歴史的なIPOは、量子コンピューティング業界全体に新たな資金調達の機
会と楽観的な見通しをもたらすでしょう。この成功は、他の量子スタートアップが上場
を検討する際の強力な先例となり、さらなる投資とイノベーションを呼び込む可能性が
あります。調達資金により、Quantinuumはフォールトトレラント量子コンピューティ
ングの実現に向けたロードマップを加速させ、創薬、材料科学、金融サービス、人工知
能といった幅広い分野での量子コンピューティングの実用化を推進するでしょう。同社
は、量子コンピューティングが研究段階から広範な産業応用へと移行するための重要な
推進力となり、次世代の計算能力を形作る上で中心的な役割を果たすことが期待されて
います。

元記事: https://quantumpirates.substack.com/p/microsoft-unveils-majorana-2-quantinuum
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Quantum MachinesとRigetti Computingが99.5%の中央
値2量子ビットゲート忠実度を達成：OPX1000ハードウェ
アとQUAlibrateソフトウェアで超伝導量子プロセッサを
最適化

概要

Quantum MachinesとRigetti Computingは、RigettiのNovera量子プロセッサで中央値
99.5%という高い2量子ビットゲート忠実度を達成した技術的マイルストーンを報告し
ました。この成果は、Quantum MachinesのOPX1000ハードウェアプラットフォームと

QUAlibrateソフトウェアによって実現され、超伝導量子コンピューティングにおける
高忠実度ゲート操作の最適化における重要な進歩を示しています。この協力は、量子

エラー訂正と実用的な量子コンピューティングの実現に向けたハードウェアとソフト
ウェアの統合の重要性を強調します。

公開日 2026年06月08日  Quantum Pirates  アメリカ



詳細

主要成果

Quantum MachinesとRigetti Computingは、超伝導量子コンピューティングの分野にお
いて重要な技術的マイルストーンを達成しました。両社の協力により、RigettiのNovera
量子プロセッサ上で、中央値99.5%という極めて高い2量子ビットゲート忠実度を実証し
たと報告されています。これは、量子計算の信頼性を向上させる上で不可欠な進歩で
す。

技術・臨床詳細

この高いゲート忠実度は、Quantum Machinesの先進的なOPX1000リアルタイム量子コ
ントローラハードウェアプラットフォームと、同社のQUAlibrateソフトウェアによって
実現されました。OPX1000は、量子ビットの制御と読み出しをリアルタイムで高精度に
行うための基盤を提供し、QUAlibrateは、量子ビットのパラメータを自動的に校正し最
適化することで、システムの性能を最大化します。RigettiのNoveraプロセッサは、超伝
導トランスモン量子ビットをベースとしており、高速なゲート操作が可能ですが、同時
にデコヒーレンスやクロストークといった課題も抱えています。今回の成果は、ハード
ウェアとソフトウェアの緊密な統合によって、これらの課題を克服し、高忠実度な2量
子ビットゲートを実現できることを示しています。99.5%という忠実度は、量子エラー
訂正の閾値に近づくものであり、フォールトトレラント量子コンピューティングの実現
に向けた重要なステップとなります。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの実用化を阻む最大の課題は、量子ビットのデコヒーレンスと
エラー率です。特に、複数の量子ビット間で行われる2量子ビットゲート操作の忠実度
は、大規模な量子計算の成功に直結します。超伝導量子コンピューターは、その高速性
から主要なモダリティの一つですが、環境ノイズに対する感度が高く、高忠実度を維持
することが困難とされてきました。Quantum Machinesは、リアルタイム量子制御技術
のリーダーであり、Rigetti Computingは、超伝導量子プロセッサの設計・製造において
豊富な経験を持つ企業です。両社の協力は、ハードウェア、制御システム、ソフトウェ
アを統合することで、量子ビットの性能を最大限に引き出すという業界のトレンドを反
映しています。このような連携は、量子コンピューティング技術全体の成熟を加速させ
る上で不可欠です。



今後の展望

この99.5%という高い2量子ビットゲート忠実度の達成は、超伝導量子コンピューティン
グがフォールトトレラント時代へと移行するための具体的なロードマップを強化しま
す。これにより、研究者や開発者は、より複雑で深い量子回路を信頼性高く実行できる
ようになり、創薬、材料科学、金融モデリング、人工知能といった分野での実用的な量
子アプリケーションの開発が加速されるでしょう。今後、両社はさらなる忠実度の向上
と量子ビット数のスケーリングを追求し、より強力な量子コンピューターの実現を目指
すことになります。この成果は、量子コンピューティングが研究室の段階から、実用的
なツールとして社会に貢献する段階へと移行するための重要な一歩となるでしょう。
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